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BERD AME EARLE 210,” ZOMBIE 主として 
Mit ¢ RHA ¢ OANA BIKA DA LAT Bd L, ZILA ROTH L 
YRS WG & O Wath) BFA PRO, 4 OAD EEE BIL DERE AS 
FAT SALOROS. COM (AM CMY Oh, 多量 の 右 英 , 長石 を 含み , 
を に 多少 の 鋼 時 物 を 件 ふも の を 存 し た れ ど も , その 産む し ろ 稀 に し て , HE 
MEKEDRGESOLBYUT, その 詳細 の 記載 を 試 む る に 至ら ざり き 。 然 
BIC SOBA BAEC TE TE OC OFEO MRC Soe 1b ARE 
BL, BR ELMRKE SE ODHS2UT: Cl eps ~S Lo 

AZZEA bFABAORA 


SRO A+ 24 Rai < bb TH O,-A4AK RAO 
NA BORA REO 薄葉 を 件 な ひ , WEES & OD PASEE RRC Ba §¢ BDI 


1) APE FH IC FEB HE OSSD, HFRS L OBA Hb, ARICIC oH IC BH 


HERSEY, 
2) JERE BREE, AES 18 AB 1~2 DE (昭和 12 AED; 第 19 AB OO HE (昭和 13 年 う 
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LU, MILES むこ と な く , TOMMOHA tO MRM O. LO 
FED 4 OIEMINIK AP 6 BS, TOMAILTER ABD D640 
その 幅 多 く は 30~50 cm, FABRA AVAL TER Kk 2S OL, SEO ARR 
ILS we LT o | 
他 は 石英 , 長石 の 外 , 雲母 に 有 芝 し く , 却 つ て 多量 の 角 関 石 を 含む も の に し 
て , ANGER SE lem 以上 , RC 3cm 肉 外 に 達し , RAS Kk ELH 
(E ユ ~8cm 以上 に 達する 大 な る 労 開 面 を 示し , FROM KOTKAM 
に 綱 ぬか る ・ ゝ 場合 多 し 。 こ の 種 の も の は 通常 多少 の 硫化 物 を 件 ひび ひ , 且つ そ 
の うぅ ちの 石英 , BA, HNAOBME, MANOADIOK OT, FEMA 
質 乃至 内 終 岩 質 に 移 化し , BEA AUO ABC. i 
ペグ マタ イト 質 確 石 と し て ここ に 記載 する は , この 種 の も の に 2 YORMM 
PLEO, 銅 及び 人 金 を 含有 する も の に し て , WHO + 44 PLUS 
ONG RISES, 金太 又は 鉛 典 と し て も 極め て 稀有 の 外観 や 果す 。 
この 種 の 磯 石 を 成す も の は , (BAA ABH) Ee UT AR, TERA 
RHE RED, MAROC UT, 部 分 に より て は この 旬 
WERO SE, Wi, BRO 2 FRO, BC IE ALAR 外観 を 有する 
MEAT EIKOUED 22 BU 場合 あり , これ ら の WBBM RICO Cia, mist 
PELEHO PIL, BASADBABRO 研究 中 に BSS eT, 追 て 詳報 せ 
ら る べき も , BARRAGE その 概要 を 記載 すべ し 。 
石英 (tHE SLACKS UC, SBE PF CIRO RR SED & > 不 規 
Hi SB ee eA SOA, MEL OAS MR EEO rp (I BCR RIE AE eM 
す も の は , EA ZOMMRAMGRO-Rearl BAMBI), その 断面 上 
MS RED 敷 方 向 に 配列 し た る 輸 廊 を 示 し , ABIL AOUSPIIC 4 BRS 
る 傾向 あれ ども , 同一 長石 結 品 内 部 の 石英 と 吹 も (AZ IL tO UB Ait 
KIL F SDOAE GS, その 輸 廊 上 同一 個 鏡 と 推定 せら る ゝ 石英 に じ て ) 光 
BM iL 敷 個 の 農 な る 部 分 に 分 る ゝ も の を 認め , LHRH ¢ lk 573°C Yh 
hea CES SHAD, その 後 の 温度 の 低下 に よめ て BELISLO 
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本 4(4) a BE BRB 絶 4 


BR aS lla 
BAR は その 明か な る 労 開 面 に て AD Aw EARLE S*E 4, Z 
pa ee と UCP =, その 7 bRAO THN O, £0) 9 bie 


通 な る は 労 開 面 上 石英 と 共生 する も の に UT, (007), (oro), (100}0) 
三方 向 に ほ ゞ 完全 な る 労 開 あり , それ ら の 面 に て 清光 方 位 を 測定 する に 
Coro) 面 上 (oor) の 労 開 線 と 約 6° 

(007) 面 上 Coro) OUFRRRE 4°~7° 
(100) 面 上 (oor) の 労 開 線 と ほ ヾ 直角 

第 8 に て , X/Aa=Ca. 6°, YZ6, 部 分 に より て 動 

Peit#o 6, CSO CBRE 

(anorthoclase) と 信 ぜ ら る 。 それ ら は 通常 

(400) WIKIES ETE AMMO v » WRU 

(LEAD 4, パース 長石 (perthite) 構 造 あ 示 

せ と ど と, これら の 薄葉 は 繊細 に UT, SORE 

より 高き 屈折 卒 と 重 屈折 を 有 し , HRA 


BE 
BRAIBS ¢ 信 ぜ ら る の み に て , その 性 
‘$$ TE Ae HE DNA Fo 
Ve 時 に は この 種 の 長石 に 類 し て , ペー ヌス 長 
ae 右 構 造 を 示さ ず , KIMBO MBI を 示 
c (100), b (010), m (110) SHUT, BH OM AS 
SE ie iene (010) if (oor) O¥EpA A 2 4 5° 
(oor) 面 上 Coro) O)SEBA BR & AP4T 
X/a = 約 5°, VHS 
SHODDY), ERBLMYG6S. LREKEL—Hlem 以上 の 結晶 を 成 
し , その 輸 廊 の 比較 的 明 な る も の に つい て 接 鐘 測 角 器 に て 測定 の 結果 
¢ (001), m (110), 2 (010), z (130), y (201), 0 (111) 
Cael (Bl & 2S), SO AME EBA YR TEIN, BARES ILE OBES AY 
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ペグ マタ イト 中 の も の と 異な ら ず 。 i 

CONE VORRE TREO, MIR ih を 成 し , COMPAS wt # 
パル サム より は 高き も , BRE OMIM <, IRARA Coligocluse) & ov 
Bo アル バイ ト 式 双 卓 の 外 , カー ルス バッ ド 式 双 卓 を 示せ と , RAIS 

第 題 著 な ら ず 。 そ の 量 一 般 に 少な きも る, 

IIL 7 va) RG eS, Ds OES 
LRA Ee ies BIBT o 

BMA ANIA PHES S77 ES 
し て , Hic BB ORM 2k L, & 3 rem 
以上 に 達する 完全 な る 結晶 稀 な ら す ; 
AIR ICRI UT, 往々 母 岩 中 まり 
分 離せ ら る 。 COBMMODMAILOS T 
PEI IG ae CT 測 角 の 結果 , KO Ai 
を 確 め 得 た め ( 第 四 園 )。 


@ (100), 6 (010), m (110), 


=e EAN A 
big Tig O HEM WICH Sw EF Hh DEON x (011), 2 (127) 


So, fou nam . LIaRLEketounmoam 
pi CLOP), <7 COLL) z (iz1) eos ORE (110) BO b (010), wR ica 
て 2 (ior) 及び ヶ Corr) に し て , @ (400) 及び 2 (72z) は 稀 な る た め , 
両端 共に 三 つ の MIC TRG D+ AGHIRAM Te HLT. TOIS m 
(zz0) (LEHI UT, ZIT B VIPS O» 4 Coro) は 表面 粗雑 な る を 
DC, AAI AMI CRN 6 So THROEOMMABSEOM Lo 
Daye & UCR T Sil, 常に 多 色 性 著 る しく 
X= 淡 鞭 , Yoo Z=aeaRe 


な り , 但し その うぅ うち 


YAb, Ze = 18°~15° . 
な る を 以 て ,c IL PAE TE SUMMA HST IL ES LIB, ZAC AA 


本 6C6) oot oe OR DR Be a4 6 


第 = x 

a Dana に 
ef | ame | eocatt | avi | eres | AS に 
mm!" 5 56° 559 | 55° 391 | 550 ag 
bm 9 65 62 62 43 62. 15 
ry! 5 Bo: 31 31 40 or 2 Oo 
mr 7 69 67 68 20 68 46 
pr 4 35 34 84 380 34 25 
pm! 1 76 76 16410 76 48 
bz 2 62 60 61" Of R00 


DPC HSC LVRS BUR O ABE TIRED, MEO TI” 
X=, Y=jRik, 2= Bik 

AU, PRCMBTMIIC IS TILES LS HRMS MS cae 
の 表面 部 , 特に アル ヵ リ 長石 に 接する 部 分 に 多く , アル ヵ リ の BEY 
0S 

COMMER OO) BIR aH i (LOS elke し , Piva Y eae L 
Mito» iO, Me CX) Bw ial LUC BR RED IS, 狂 角 
関 石 (tremolite) と 認め ら る ゝ も の を 産 す れ ど それ ら は 特に ペク グマ スタ イト 
FAR DDE AE 2 Av MONIC TE LL, TOMA OMB LSD 産物 と 
mOG5Ss eC, MAHON Rein T SYA Hiakks SU 


fe は COMOMADIC RIC LT, CO 9 OIC 7 1%) RABE 
Chase NI て , ANAD 内 部 


RR cena ie 
Dc OMA QLEAR EA EO ARG ILBME LK SIKBeRITo Ds る 場合 
(FCA OR — AGILE ST る 部 分 は , RADIA td (CBO VALS 
分 る ・ と も , ISIE ERT CDAE ST, 同一 光石 の 内 部 に 生 ぜ る 
角 開 石 も TCHS ALLY: HERE LL. 先 に 存 せ る 交 石 と 後に し 生 ぜ る 角 関 石 
と は その < 軸 を 共通 に する 場合 あり 。 こ の 種 の 輝石 が アル カ ヵ リ 長 右 に 富む 
部 分 に は 存在 せ ざ る 事 党 は , ARURHORG AW, BOK oR 


弧 7 Peas a9 Hk x #707) 


ers peruse t eas P 
Ba 衝 
chic stare ‘ ~~ 
、 bn ‘ \ = 
> SE 


AP VARA + ADAP © RESIN D HETK 
q fii, F BA, bh AINA, cp Beso 


本 8(8) Yo Ok RR Bt iis 8 
HS TIR EELS LS BBE LEO ere. ( BML SHER ESS Lo 
Be は 淡 學 乃至 暗 視 色 の 多 色 性 を 有する WIS UT SSPE Cab 6 
角 関 石 と アル ヵ リ 長石 と の 接する 部 分 に 懲 己 欺 を 成 し て 産 す る 外 , ORG 
OVI LIS IMTIC sire D -BMBICMO TERE L, TOUT A MNEO 
a IC RtASBRSZS2, ZICKRITSGRLS<S, その 量 一 般 に 少な べし 
て , PADI & 7 2 » ) PLORBAEL OK MEIC KO, 局部 的 に 生 ぜ る 観 や 果す 。 
Sea 常に 不 規則 塊 短 に し て , SW RORAMOMR 2 FET L BSE 
賠 及 第 六 賠 ) それ ら の 唱 出 後 の 凝結 に 係る を 示す の みな ら ず , 一 部 は それ 
C OSE BE 3L ik Bee IC UY O CMR IC BEA To DS る 場合 に 稀 に は 多少 その 
MINOR % Bit L, MIE ed: ずる こと あれ ども , 多く の 場合 に る に 
eS SRAMISNAILME ORS LSBMLBA ST, 極め て MiRES 6 ie 
fn 2° CO) PGR SESE ICR DO > TEATIROUG CHE L, HilC SO 一 部 分 に 黄 
FWOB AV SYSICS A, COBMIMICBILE Lo HOT © ORO se Sil 
MEO IS <b OKIE, BABEOR RICH, WMOMMO 2 It: lL, BE 
は それ ら を 岩 此 と LC MALLO. 凝固 し た る も の と 認 む べく, 熱 水性 の 産 
物 と 認 む べから すず 。 唯 だ その 極め て 小 部 分 の み 稀 に MURR % L, CO 
HMORVEH IL 2EREO, BURKE UT 残存 し た る を 示す に 過ぎ すず 。 然 
ども , この 種 の 黄銅 紅 を 反射 題 微 鏡 下 に 観 祭 する に , BA EPO Be 
HI t FRO CT, RESWEO-EATRILAAFIROWHIC ab S » ot AD ITH 
な く , その 極め て 少量 を 伴 な ふか , MILES ZRRAS SRL L, RR 
Wi, REORDER STZ ePRLS, FEET RRR ORMIL eRe SL tH 
D, SEEKS Ob OAC ICHPEE EOL COMA 2—ITF o 
ZICELO CHES ZIG, この 種 の 黄銅 路 は その 卓 出 に 営め て PROBE 
Mi2wVAR t し て 含有 せる も , その 量 少 な か め し た め , これ を 析出 する こと 
も また 少な か り し も の と 見 る べく , Schwartz KY の 官 験 に よれ ば , COR 
OMBGROA S Sik 450~650°C 間 の 或 る 温度 以上 に 愉し , 叉 Merwin, 


1) G. M. Schwartz, Econ. Geol. Vol. 22, 44~61, 1927. 
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Lombard RAE? OH ICH AN BHTAICHRAUE, 455 mm OFEEMOF Ic, 
< ORO IAHBE OTE fe 1L 550°C 以上 に 限ら 5 られ, HS OULED 550°C に 近 き 
Fe, HARE POMS IL DEL, HURLING OBRRME LEME L DS BR} 
OR ACER SETS tlk, 675°C VI EIC CREME, それ 以下 に 於 て は 黄 鐵 
GC LCE 2RO LAT) AM OTE SAD DH OPTED A 2 fP IE O 
BEAU EFEE ST SBA, COMADAR 675°C 以下 , 550°C 以上 に 於 て 
行 は れ た る を 暗示 すべ し 。 但し これ ら の 各 温 度 は , HMO WY L JeicHE ・ 
分 低下 する こと , MAMROMRBICKO THSS HHO, 
OW 以上 に ょ り め り て AAO RAM SHEET RIEKOM Lo 

CD HRRUS RA © BRC DE) 

(2) 角 阿 石 の 品 出 ( 多 量 う た 任 ふ 度 成 尊 五 の 部 分 的 角 関 石化 

Be 1 th th ORE & WK ap DB EC DED 

C3) FAS 7O Hh INS T, IN Fit BAM L ORME ko MSER AECL) 

(4) アル カリ 長石 及び 石英 の 品 出 (多量 )) SEA shih Oe 

(5) 長石 類 の 品 出 完了 , MITER EAT O HK 

(6) SESAME LY PE DEAE @ he 

これ に よれ ば ; ZO—MAAHG CWA t OFEBIRRDE, 即ち 恐らく 
800°C 以上 に て 棄 に 卓 出 を 開始 せる も , 一 部 は 550°C 附近 に 至る まで , な 
(SiH LI SLOLBOUNS <S, BHR TORROED 06 


tS BRE c © AR 
PEWURRE «BTS Oe 24 + URIS SGA 2 CREA BO — BB IC 
Bete L PAAR ee 2, LE MK ek LD BE 
HO—Be Ava S (Bi), MIL eO CBW Zs BBO Ze TE A KIC RS 
(BEDS Ds GBSICMAO 境界 は 往々 多少 明か に し て , 特に ペグ ダマ ネタ 
4b BEG OURIR Ae Be L CHEE POO Ze va < 場合 に 然 れ ども る, それ ら 
§ Z%— TIC Wald, その 境界 不明 療 と を なり め , RICHK RAYO Mimic 


1) H. E. Merwin and R, H. Lombard, Econ, Geol. Vol. 32, pp. 203~284, 1937. 
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£9, COPE OMAPICEBS 0 

以上 に より , SFr 24 >» RAD Be ORO weK IC HL, その 一 
oy % Tha S THEA OME LIB IADIDIC UT, Lb MDE CE 
We SILKS, 後者 の 内 部 に & BRIT ICBAET 6 HHL, WOAAE 
OH K OPEARSICIES LCs 既に 存 せ る BEB EO PORES 成分 が 他 
DKS DEMERS ELC ERED GR Ze (ZEAE L し て 各所 に 残存 し , 以 
前記 の ペグ ゲ グマ ャ タイ ト 質 磯 石 を 成せ る こと ょ を 推定 せ し む る に 足 め ; MAD 
WHEEBST SAL, D> OBEROI D, 母 岩 葉 北 結末 期 の 牙 る 階 程 に て 
行 は れ た る 営 然 の 結果 な る ぁ る べく, た ヾ その | 集結 じ た だ る 部 分 が 更 (e 移 動 〇 や 
既に 凝固 し た る 部 分 に 局部 的 に 痢 入 し た る BEIT TOA, 比較 的 明貴 な 
る 境界 を 示 す に 至れ る の み 。 

理論 的 考察 と 顕微 鏡 下 の 事 宮 か く の 如 く , ペ グマ タイ ト 質 媒 石 が 斑 摘 岩 質 
OREO Weis ICFETSO TC AE BEBE O E OHEEIL, TIC SO) PE MAKESIC & 
QUREE SOARS, COMMA OMIT MIT C2 6 ORME T Oitt 


合 開 係 に より て も 裏書 せら る 。 何と な れ ば , DO ECA EO El] SH ICH 


り , 最初 に 品 出 分 訂 す る LOH, 斜 長石 , 角 関 石 等 に し て , アル ヵ リ 長 


By BPS (he O ATIC BS EC, REP ICMR GAS 22, Bowen 
IG EO BERR DUita < BB GS s PIC LT, FLT ORIRICARS ZOU 
OPE LAIMA EDS, ~7>24 DRRARECHSI LAKH 
ICS E5 Ss HEV. Hb MoORROMML, その 凝結 の 過程 如何 に ょ 
9 て は , COMO BIEIS EE ICA SU OM & OR KEIC Ek OT HR GR, 
Shi ei T SIC BOS, 唯 だ 特別 の 原因 の 人 算 め , GRICE ZU & Oo 
pit SBGICOA, MROMRe 生ずる も の な る こと は , CORO 
Misia ICHAT SRY MRO 示す 慮 な る の みな ら す , AVENESRIEBO 
LAGS EIEIT HST & 明か な り 。 


1) N. L. Bowen, Evolution of Igneous Rocks, 1928 ete. 
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HEA D — PB 2s Ge 4, FH EY 2 
MI EN OD (x80) 
d HA, bh URL A, t RRA EIGIN A, cp Besa 


pie 
as 
園 


OA 
Lif tye 
“id pop 

A 


PANNE MEE 

ペク マス イト TL 2 1 OF FeAP ) & BEML TE OB CRAB) © BE NH Cx 30) 
q 右 英 , h FAA, a BER A, cp BES, t HRA OAR & 

fe, JI fal & BEY & Je ict S BANA OH 4 
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Je SA WOR ESE E TTD 2 BEF Ic MES BIC, TOKAI BE Bh 
RA) Ree の 細 和 粒 と それ ら の 間隙 を 充 幸 する SOR ARO SATE K O 
KY, 前 三種 が 先 に 生じ 後 の 雨 者 が 後に 凝結 せる こと 明 ': か な る の みな ら 
D> FON BILE A ERG St RHE A % eh DC, SC RAAQIC TSG SP 
LOW—Onine b>» {BLA EO AO ST IC OLDL HO, BH 
SOK & 12 7k 2 RR 7 OJAI KO MLL それ より の SNEED SF & > ン 鐵 確 

MEMGHOA % 留 む る 場合 ある こと 既に 記せ る 所 の 如く , "これ ね れ 残業 
peiomn REA, REPRO ICME UC, 角山 石 及び 黄銅 花 を 生じ >; 以 
て 選 結 を 終 れ る を 示す も の と 見 る べし 。 

然るに この 種 の 確 石 中 , 往々 遊 酢 の 右 英 に 富む 部 分 あめ ,、 それ ら は 通常 
AV t HICHKIC KGL, 同時 に 結 品 を 終 れ る を 示し, 或 は 角 関 石 の 自 
形 乃 至 征 自 形 結 上 曲 の 間際 を 充 た し , その 少く と も 一 部 分 は 角 関 石 の 上品 出 後 
まで 残 此 と し て 存在 し た る 事 邊 を 示す 。 か ・ す る 部 分 は その 組成 の 闘 係 上 
PEED EMO A, FASE & 作用 し て 角 関 石 , 黄銅 下 等 を 生じ , A LE BR 
SY OBR 7298 LIZ OD, HERVENFO RM af IC KO > SEAS & GE Ma OD ICE 
売 分 な ら す , BRO—BP% COX SIFT SIC BHAYDOGSICLTE, そ 
の 決定 は それ ら の 部 分 と その 成分 際 物 と の BNR A, Ze 
EA (Cam 難 き る も, NAOH Lal IC KER LUCHA, 妊 長 石 等 に 逐 
じ く , 且つ 石英 に 富む 部 分 は , AKERS, BE BRAEICEUMS & O 
も 理 酸 の 量 大 な る べき は 疾 を 要 せ ず 。 ; 

前 記 の ペダ グマ ャ タイ ト Ail, この 種 の 右 英 に 富む 部 分 に , 更に 多量 の 
ァ ル カリ 長 右 を 伴 な へ る 部 分 に し て , THEE HICHWHOR < BA 
ign Ole Re Fete L, その 上 品 出 後 な ほ 一 部 分 は 残 此 と し て 存在 せる を 示す 
を 常 と す 。 これら の 事 額 を 納 合 する に ペグ ダマ ャ タイ ト 質 磯 右 の 成分 は ; Be 
4 AVE BEE] ORR ICBRUSD AL ORELE Fo 

AFVSEA HHMI ESRB EMBOME 然 れ ども この 場合 に も 角 同 


1) PERI, 本 誌 第 19 4B HE 5 BECHA A 13 年 う . 
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A O)itidn ¢ EAE t Ds < RIC IL ESO LeaAT HAL UT, ANG 
は 石英 アル ヵ リ 長石 等 に 接する 部 分 の 色 を 粘 じ , 特に アル ヵ リ 長 右 に 接 
する 部 分 に 於 て は , HNHOKRM (Clk SMT ICHOZ BOR EELO MH 
AU, EOWA eBIC TV AHA PHRICHRICHD NICS FVAY RAD 


第 £ E & 


NFVAA PARE TIO AANA e 
4 アァ ルカ ヵ カリ 長石 と の 開 係 て x300) 
h ANG, 石英 Or 草 微 斜 長石 ペー サイ ト 
b BSik, m Ix HF PARSE AE 
WTEC TRU, 然 る 後 始 DTT +4) 長石 を 見 , HNL yr re BG 
の 境 に 洪 び ひび, BOR RBINGE 2S BCH O BIASED. 
IC BHVRD SIL, <7 + 24 + RM EO—MD BOE AIO — AB 
7 WEAREL 32 § 部 分 に し て , その 境界 の LRAVRIAT 4 lk, 後者 の 凝結 先 了 
LOR, COPICR I Liz SPRIO TDA Fi SHURE 朗 む べし 。 


i 


b> Hibs ew & UT WAT SIC, MEMBER bo 角 関 石 は , その 方 
HOMPMICLOT#HSALS FE Ave, 


X= 淡 黄 , Y= 濃 線 , Zope ta 
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な る 多 色 性 2b PLAVRAE IC SOD 如き 外観 を 時 する の みな 
ら ず , FOPICHML GS MA WICME ES COUR Ss LBL, 
MEA IDC © FAB & told OES CHE HPA ICH O (BSI OAT 
CREDIRKMAN AIL COBO MICH WOME & -&L, そ 
QOIRKYKCROEYLBHGED ICHGET, TERY IC LINDE t Rte b GF 
AROMAT MA, HORT D IC BS, REA Suis Bo tO 
MMO tA AOA LOS <, MHBEKYULMS Ble rh 
& OMICT © OM IL BE RPHE (tremolite) に 最も よく 一 致す 。 MICH. 
kis UTS SE A OMS b> SOBRE OMT SIKROT mY IC 
Y SRMEBICHES SIC RAT, MNAO MA % BILG S LIC, その 中 に 存 
ALG 2 8 BUTCH FT する に 至れ る も , 温度 の 既に 低 かり UKM, 
物質 の 交換 充分 な ら ず すず, その 周 園 の 角 財 石 と は 組成 あー に する HES OL 
も の と 推定 せら る 。 こ れ と 同時 に 角 病 石 中 に 包 豪 せら れ た る HRA, B 
EE RIAHHEB EMO 集合 と 化し て , その 原 質 を 明か に せ ず , BICSNSEO 
輪 廊 を 一 部 残存 せる 部 分 に , アル バイ ト 式 双 卓 の 跡 を 留 む る が た め に , そ 
ORR & UBMYS PALE SLGEGHSEDA 

LONE A ORR HD SBIED, 0 ORLOUEG ICR D6 Ss &, 未だ 充分 
その 本 質 を 明か に せら る ・ ゝ に 至ら すず 。 BICLOBMOMA PORES, HE 
Hie AIRE POMS & LC, ICE < ANGI SH OR eit } & 
、, HAGA RICHER 62>, EH5ONWEOMBMe Fei 
し て , 前 後 二 同 の 成 生 を 示し , IWOOT ARISE % NY I Os pA IC 
WOTHA L, その 成 生 後 な ほ 成 生 を 貫 け た る こと を 示す 場合 あ 0。 

本 HOR A 


以上 に よめ, AK ORE 2 MES tSOM し 。 
1. SH ee OIA AE EM CORE 0 « 


Ll) COMOMMN TIM CARE OMRERIETULE YG, そ OCA EA 
— PARE VES (, COMMKS PEK T hastingsite に 最も 近 し 。 
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2 KEROMEICH, Manic MULES LOW EE UT MELA 
Bite Wo ' 

3. PWR O FE, 2206 OR AIC MU AMS £, SSBC AC ih 
4 & DMS RRLESNHE LL, RAIMA ORCS BUICK E O o 

4. この 際 ァ アル ヵ リ の 大 部 分 と , KEOWOPMEM, BGM c OMOMEE 

物 は , HAC BME ICRI Bo : 

CAUSE RATE ICRU, B4FOiA, Re LIME L, FAB 

大 の 成 生 を 開始 せり 。 

6. © OPBEMEICE LS 部 分 は , その 大 部 分 が 角 閲 石 の 成 生 の た め 消 費 
せら れ , BAECS ROBE, SHEL, C26 VP BMT S 少量 の 角 
開 石 と の 集合 と し て 凝結 し 終り , DCB Bate IZ O0 こ 
の 際 硫 化物 の 大 部 分 は , AEP ICHE OT, その 集結 部 に 集まり し た 
め , その 他 の 部 分 に は 微量 に 過ぎ ず 。 | 

7. BRS ICHEMEIC UM IL, FU), BEE, SERIE ICHME SE IC 語 
る た め , fANAOBsEK D RHE & 7 (E—-MEE LL, I 7 em 
Y, Bet, RS ICROIBINr9 

8. LORRORAEIL, 更に 局部 的 に 集中 UCN Ae a4 FED BSS を 
ML: COMO Mais HAO BEE LAC et KE O FG OBER ET 


on 


の 部 分 を 生 ぜ 0 。 
9. この 際 落 鉛 忠 の 一 部 は 角 関 石 と 同時 に 上品 出し て BERS A OES} ICE 
KO, 一 部 は 更に 残存 し て , ペケ マタ イト 基 の 部 分 に 含ま る 。 


要 約 
LBS DIC DE ATES, DER AR RERO 末期 に 近く , 2 OBE 
ECCS ICIS TUS, SO 24 b RGIS © OBER EYE eae eee 
の 末期 に 於 て , BIC S OBBEOB LI OMY LRDGS. 
CORMORMAILBER SSUES, SABHA HICH S TOMBE 
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な る 原因 の 一 な る べく , FEA OMIA LE 2 TEPRARIC ALIS o 


6% 

以上 の 所 論 に 重要 な る は 各部 の 化 由 分 析 の 比較 な る べき も , 未だ ZF 

うす る に 至ら ず , ここ に は 寧 に WA —P ORR (CKO, AISI 

に て 分 析 し た る ADS ERR A OMS &, SEA PM Gl RIC 硫化 物 
に 富む 部 分 と の 化 由 成 分 を 第 武 表 と し て 示す べし 。 


oun 


第 a 表 
Hi tk GA | BEM 4 | 同 非 金 属 分 

SiOx 46.46% 43.63% 55.67 % 
AlgO3 | elo Qe sie td SS 
Fe203 1.40 6.94 8.74 
FeO 13.62 6.14 7.85 
MgO 2.41 32 1.58 
CaO 20.58 7.05 8.99 
NazO 0.27 0:97 1.24 
Ks20 0.02 0.13 0.17 
TiO 0.49 0.02 0.03 
Les 0.50 eal cas 4 
CuFeSe . | oe TGA Si see. 

Total 100,01 99.87 100.00 

Au 0.22/t ICES enh ON | pacer 

Ag 2.0 19 LO) veut me sc 


この 分 析 中 FeO, Fe,O3, FeS, FeS, Offiit, Fe O**B ¢, HCl 及び 
HNO。 に 溶け た る Fe, Cu S の 量 よ り , HEX OMRED PICHE LES & 
の に 外 な ら ず すず, 以 て 詳 論 の 奪 料 と な し 難 け れ ど も, DRAIN O 7 ル 
ヵ リ の 量 が , BURAHO MBICILUT aD IC eI L, FEM, ALS EO 
Joe BESS) PAE IC TI IN OMIM HAD 75 B WSLOSLo CAGE) 


1) FARGO MEIC KNIS, COMPLE SAY TF, この FeS ば 全部 
CuFeS 2461, BGR CuFe,S; の 成分 を 成す も の と 認 ら ら る o 
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Fa) HHAT IC BSS S PATA O EW KAE 
Set K R'E 


HE SET BRAM MSEL <2 + 1b ICH SRO RW & し て 特 
に 著名 で ある 。 こ の 除 近 よめ 産出 する 確 物 と し て は , AR RA, 白雲 母 , 
OREN GME, RAG, MEG, MEG, OE, HE, 47%, 22 24 
ム , AVL TH, vr AA ROAAFOL REET SBOMABS 

HE OW OF, MO AE IRE OWN ERE LOMEOBIER? ICH 
TSE CHAE AE HBR Strtto MN 94 b OAMEREEEL eB,” 
KEE, BRO V—-714KE,? AKL RAOGAMA,” OE RO 
GELOCL, GEO LEAL OMB, BBO E, IR 
BROMUS, モナ スズ 石 の 結晶 形 SICH UT CEICHABBEC 研究 
きれ た 結果 の 一 部 が 義 表 さ れ て ゐる 。 ツ 


1) ReMi : Mb RES 17, 315~320, wit 43 年 。 : 

2) K6zu, S. and Saiki, S. : Science Reports Téhoku Imp. Univ. IL, 9, 203~238. 
1925. 
ARCO RURAL «BETO 1, 110 へ 114, naan 4 年 。 
可 見 弘一 : RTA SE 12, 269~274 昭和 9 年 。 
Kani, K. : Proc. Imp Acad. 11, 334~336, 1935. 

3) HA BUF : Sh ALME GE 27, 403~416, 大 正 9 年 。 
Seto, K. : Science Reports Tohoku Imp. Uniy. ITE, 1, 219~231, 1923. 
WSF SIE : AAD BRA 15, 55~56, 昭和 11 年 。 

4) KARR > BARR 10, 237~242, 昭和 8 年 。 

5) mE RH ROE B+ ATOR: 19, 1~17, 昭和 13 年 。 

6) KR E— 2 2 BTR SE 12, 26~37, 昭和 9 年 。 

1) ASCE : PRT 10, 101~110, 昭和 8 年 。 

i Hi 11, 31~40, 昭和 9 年 。 

Yoshiki, B. : Proc, Imp. Acad. 9, 324~326, 1933. 

8) MRI Oi LEER: AT RS 2、 211~224, 昭和 4 年 。 
Tsurumi, S. : Proc. Imp, Acad. 9, 320~323, 1933. 

9) AERIAL OSES «HG ORP MITE 20, 210~223, 昭和 13 年 。 
10) AMER ME : ABMS 14, 225~299, 昭和 10 年 。 
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OF LAGU ICBC id ATI MIRE RBARDIRWOT, HL UTLICHE 
いて 輝 べ た いと 選ぶ 。 こ の 研究 に 営 つ て は 前 津 先 生 よ め 長 期間 に 豆 つ て 絶 
AS BUBUE tc SPUR LAURHE L ADO. 叉 最近 に 御 病 気 中 に も 拘ら ず 
特に 親しく 野外 指導 を 頂い て , 種々 御 教 示 下 きつ た 。 こ ・ に 神津 先生 に に 敵 
LTE RAO REE a 5 


A FVPRA LOD A 

HIRE LIENS <7 ~ 44 bE BIMMORAR, KA, 石塚 , PEM 
AIA”? ROPE HELENE Cd Do = OU My Zee BAU TERRA 
ike C, ZICREB MER Dike ¢ RNR AO A DH S0 LO 
GRA IC LUE IC HBT IK eS SD 所 や , Schlieren HS る 所 BAD 
RUA It RO PET AY 100 米 に ある 池 の 附 近 と 右田 の 西方 及び 北方 に 分 布 し 
て ゐる の み で , 他 は 殆 ん ど 弧 て 後者 で ある 。 こ の 南 種 岩 右 共 風化 分 解 し て 
ゐる 所 が 多い 。 

AAA be CRSA ICHELTOS. hts CORED 
SRE REE ba Dick 6 (CBE ATSIC ITZ Wo 

Ne AA PIRATE UC 8 EEICH Birt } © 50D ED SB, 
2S WMANAOKMIOL OL, 大 き 約 20~30 KMHRO ve ABIKO & O 
t OLFFAICKING SBOWARSo Cs CMA ICRA & OTE 
SAC, OMB LEM L SBSAICR LK DBICR し た の は IRGC 
闘 係 の な い 小 さ な ペ グマ ャ タイ ト で ある 。 

Gi PIES BNO + 241 b IRMA T UY KPBRO LOC, BE No. 
10 に 最も 多く) No.1,No.4@UNo.8 OL 5ZREMULE LED DS. 
に No-1 は 近年 2~3 PIORth eS LEM LIED, BLE PIL UT 
ゐる 。 叉 No-2 及び No-9 Cl PMNS BEML. HSo 


D 大 久保 は 大 内 の 東方 で , TINGE OMA Bis L DUS 3 Mh CHSo_ 

2) PB MRO MAME © RL CHC b FD EBS +0 

3) AIPM HES Schlieren OBA WMC SR Zod, TINBROAL YR] 500 
に ある 鐵道 の 東側 切 割 で ある 。 現在 は この 個所 は セメント で 和 破 枚 きれ て ゐる 。 


本 20620) ao RR 弧 20 


ti HE a © 7 HH OK EE 
Hib ld WOT A LOT, #1 1~8 HO LORS <, ZKEKD 6 
TSMICES SOL HSo RAHOWICMGALE 6 LG ir, MICRA 


Av ALIN Bp SHE 1S 


(1 : 50,000) 


BI S6 OC BME HS TEMA VBA IAC, 不透明 な る の が を Ye 
PARA Ik | 
CL) SRE EH ICES Z o 
(2) 石英 及び ペー サイ ト の 粗 粒 結晶 の 接合 部 に 産 す Do 
C3) N— 94 FOAM RISA ICES Ao 
() 百 雲 母 の 表面 又は 内 部 に 産 す る 。 こ の 場合 の PHAR A LK eMC, 
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結 卓 は 比較 的 小さ い 。 

(5) SERED Aah Lit AB 

CET SO, この 場合 の 
PE A Ik RR 2 a8 OFC 
0 る 6 
UAE FO) EH KER OD, 
(3) Dies ZWro fA CO hic 
(6) 石英 中 に 産 す る も の も 
HOD, Clk HRY 
ODO. 
(Ge: = グマ タイ . ト の 中 心 部 
CIE re 
(8) {EA ORE D wee UT 
ES SY Ab HSM, 
— WIC Ik HERR BRO) 
結 曲 の 集合 する 傾向 が 
棄 め られ る 。 

BN 5 IRA IkL—OD ~<a + 
AA PICKET, ABBE O 中 
心 部 に 近い 所 迄 各部 分 に 産 す 
SOD, 中 心 部 で は 極 く Hi a 
Do LiidMlt BES SYS 
り 9 集合 する 場合 の 方 が 知 か に 


> 多い ゥ 
PHAR fi OD Fe He He WK) ea LW Oi PME & し て 
Cis Ae 著名 な PURER ICIKS &, 外 


MEO Blk HRA, 


本 22C22) a Hi Tk Hh OR & 綿 22 


E/MRED § OIL RVBO SHIN DHS ACH So HUZIL, hI 
2 PBR VO DBEIC MENG aT FEIC, 結晶 の 表面 の 色 に 就 い て で あつ て , 
SORES BCR a 
別 出来 な い 様 に な る 。 BD OIA fala EHD tL OEE CH So HE 
ALOE Av 2A b ICHAT SAEADEDICHIAD HO CARD 6 ID 
EM は れる 。 特に 白雲 母 と 共生 する MADE PRS RT SIC HL 
て , SUEEEE LIES ZIMA DROS HILL O—BICH So 


HMBC MRA SERRUASRORUHE 
SBR MAAS AIC MRS L, 結晶 外 形 は 認め られ な い 。 MGR 
CH LBEAD 5 LD KICB ES Me AAP OMBBICH S 6 DIARIES 
MPICBHEL CHC, Bid S WK LBL HS Hy LO PEC AS. ZICHL 
て ペグ ダマ タイト の 中 心 部 に ある も の は 結晶 が 極め て 大 で , 1 ユ 米 前 後に 及 ん 
で る る 5 
PRE ELIS 
(1) RE APICES 4c 
(2) 石英 及び ペパー サイ ト の 中 又は この 両者 の 接合 部 に 産 す る 。 
(3) BRRU N91 OMA 2 HOMEED HS GaP HS 
(4) ~— 94 b KICHEST SE Olt, HAHICHESTSLOER O Mar IC 
多い es 
(5) MEAL ERROR Ro 
Ci) MERLOA Vo PTICILIA BRIS vo 
(ii) RRL A EROMBA LET S~7 > 424 b Clt, ペグ マタ イト 
の 中 心 部 に 百 雲 母 が 多く , JA ICEL EE REDS Wo 
(6) 鐵 雲 母 の 大 結 品 を 産 す る ペグ マタ イト ICIS, E+ ARROS 
ノ タ イム が 多い 。 UME LO RICBIR UC H OBI LIL OWE 
物 は 少 い 。 
1) RAE ROK PERE : A TR RR B 20, 210~223, 昭和 13 年 。 
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a y 


iX) 


IK 


(RF 24)» No. 10) 


(~NYVRAp No. 4) 


色 の も ゃ の は 線 て 鐵 雲 母 


oe 


(a) FARIA © BEM RHB tc av zz - OR OM AB 


(b) BRS hho Ze tH IKAE + 
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@) MRA LEMS S373 24 }OAR (N72 b No. 8) 


Cb) ASE O RE WKRR : ヘン マー の 上 部 て (ペグ マタ イト No. 11) 
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ABS 白雲 母 に は 二 種 類 あ る ぁ る 。 —OlM—RMIC 結 品 し て 生成 し た も の 
で , Wiki 2 BL, SRO AD WMIKIC 重なり 合 つて ゐる 。 他 は 電気 
B&O BMLEUT 二 炊 的 区 生じ た も の で , この 表面 に MAIC MS UTS 
bo ©» ClERIA ORE INAKRR USS © 

Cl) KEFEM APICES SBDASo 

(2) ペケ マタ イト の 中 心 部 に 最も 多い 。 : 

(3) 百 雲母 に 接 答 する 石英 又は ペー サイ ト の 表面 に は , ABO MEE 

形 の 跡 が 認め られ る 。 
(4) APICES SABO, 互 に 午 行 に 配列 する 場合 が ある 。 
(5) BEBO S SAIC tT So HFUCOMMAlE 8 


Yo 
(6) 百 雲母 並び に 引 雲 母 を 共に 産出 する ペグ ゲ マ ャ タイ ィ イト は 和久 及び 臨 濾 際 
近 に 多い se 


AA JI SEIT I OIC IA BONA 4 BA bBHASS © (CA 
に 開 係 深い マグ ダァ ャ タイト の み を 選ん で , その EIR eal LK o WORE 
WN ICRE CI BICHAT SHAD HA 6 Io 


AFC HF SR b LS BBR (2 ) 


ey 木 下 fh 城 
MB 4S BB ie 


Eee ne ae 

BAR HUE MICA UC HE LESIC LU RRB BR Be 

By, COMMING DK b RB UT, BRAOMREES こと あ 
Oo MERPRIS UC PAE IANS tL ORE 2 ES 0 

SPOR (CAG DRIES eH STE S TRANS PULSER eA FS CT 
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SEES FES USERRA IC UC BiB A RM AL PAA ee ABO te 
る 旋 白 色 を 果す 。 CWHARBIRK O BRS UCSC CHR (SBD CR 
を 残す 。 ASE BS % KEL RO AN Us 


第 S R 

a ae 1D) 2) 

oy pa YE TE A: Short 
HNO3  \sk (IC #3 FESR IS CT SHIZ#BSA fumes tarnish 
HCl neg neg neg 
FeCls neg neg neg 
HsCls neg neg neg 
KCN P24 (C HBR FE 1c FH ft & A wistain slowly light brown 
KOH neg neg neg 


Shae (LHL S ABIP IS TSA PTE 2 PERT OSCE SS GUS Lo 
BSR AVIS ROW TIC TEE L BOSD ¢ OBER Ik Ae BEL 
CA li HI LIF S CL RBDRS b> BROW HM < WEIL その 境界 明 忠 
OS CMARIED. JOBE AIC TIStE* FRB ODT 2 EL CIFE LS 
の 表 BPRS THLS. PRES SHC CLR AO fe SHR 
PELUGB KE ik b, PIRILLO AeA UT AEA 
ICZASAUSEREED o BURAK 2 MEK BRISE ¢ 水 酸 化 ナトリウム に 混 じ , = 

D> VETS ARUC TRAM, Peat Ob} 12 4 Bok cH Ll, 之 れ に 
酸 を 入れ て 酸性 と な し , ニッ ヶ ケル ル 板 を 入れ て 約 2 URI L&D, 冷却 後 
濃 粉 座 液 を 注ぎ た る 後 湊 素 溶液 に て 滴定 すれ ば 鉛 の 存在 を 認 む べし 。 

肉 服 的 に は 綴 宏 に し て 一 様 に 見 ゆめ の れ ども , Zh wie & し て 息 過 光線 に 
CRIME, 殆ど 石英 より な め , その 中 に HK UT BEL, DEM 
反射 題 答 錯 下 に 松 す れ ば 表面 午 滑 に し て 族 白 色 あ 早 し 時 に 色 濾 の み に て は 
wT & [ha Fl) LES WEE UE AU EO CSR & DESTIN £ Och FAC EL 
FORE ICE UCLA RICH T LM SILKE RYO. 

BERS OU OSL AB IC dy PLA A EP OSE HIG OE BR IC BE LC 


ade RR, A ESA < OM SOME MC, ACTER 
Peete 


J ine eet 


#27 


LE 


Hao MS HRWET) «X22 CRIB RD 


T.-- Sage 
第 


Sm 


A 


fr 6d 


WAR OIMCHUTD x22 CRIBTAID 
a Sy Oe cece fa 英 
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Pee ae SCHR x 22 ea 5 Pik) 
BooGS Lanpaghina reves 英 Sr ae AME 


Sk 四 園 


tig ED grnceens x 42 
Fi3K(q) "2 D BESAVTECC) Be HES DEAD 


i, 29 if Ke 報 Be A 2929) 


BIR os LCR B&O & RIKER Ach CHANEL IT LOL HD 
も 其 量 は 多 か ら ず 。 


第 表 
ws) 
| # Be ew 
| HNOs Ds ty $B 7 1 Hy Sa 

HCl eee xt tat CHA & 

FeCl 3 wg Tee lS 

HgCle ie ot な 

KCN wa 

KOH ig ale Teele 
KMr.04+KOH | 7% (che (1c RE Ai (ts 485 ah 


BAe MOM ICHS AxPICHHKY 7s LCESRME t SEES HD DAL 
Vk PBT IC HBL 2 EAH 7S UT RET o WRMEIIC C IZ BM HED IC UT 
eC fe eB LEO RIMS Lo FEA PESUMEICHR OK Ss D LIEBE) 
6 S ABA Wl) 0 

FESR OR PUSH OD WE ICI SBP GO aire WEB ODE SALE HD ICR 2 25 
し て 散在 し, TEMG & SHELE— SLi il DHE S BOD 0 o 反射 題 微 鏡 下 に て 
IR 22 LL, 黄銅 尋 を 取 園 むか 双 は 横断 する も の ある こと 既に 輝 べ た 
る が 如 Lo RiIPRBIC ABP ICHK 7% U THES SE OHO, MEICH ST 
る 反 應 は 第 五 表 の 如 Lo 


第 五 表 
2) 3) 
a | we @ a +” | Short 
E ae a slowly etches 
HNOs — |t& IC HRB $e IC #579 FE differentially. 
HCl ne ees Sak SHE D> KC #5 BA fumes tarnish 
FeCl a BR RS IC Highs quickly stains black. 
a : 2 ae + Al a> 1 BRE, MRR 79 72 quickly iridescent 

HgCle gia UC HE eR fee BE aR ; 
KCN ee HL Hak 1: & IC HGH quickly blackens 
KOH ge 1b Ss negative 


L) AR), AP eR BE te Dh DIC UT © ieuee 
2) ESA RICHE, FUER IRI EF 2-7 BA BGC PAS 3H, BE T= Bo 
3) 前 出 。 
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See 。 輪 礁 に て は 最 外部 の 石英 の 表面 に thik es Lo 角 磁 欺 左 石 に て 
CE PHL, Bet RIGBReELS REBOOT O 


il Baie Ze L> AGE b CT bie KZ 7. な し , その 外側 | は 和正 鐵 確 IC Welt So 
RE の 
第 捨 五 @ Fase | PK RO 


Za 2 ES S SMOKE 
mk OM So COM 
fa tS WPA O Ze 1 IC A £4 IC 
BEL, その BMA 
構造 を あな す 。 叉 時 に 石英 
の 卓 洞 中 に 結 品 を な し て 
産 の る 106 
Fees FRU Arp IC 
BED > KELP IC Hh CT 
PilCiRREOM FE し て 
ES o 
ASA BAHLO) bic 
腎臓 aK wh 塊 WS RIE 5 O40 BRR 
HOMER ABM OLA CRD A) Bpic ie ieee し 
TH OMAR BOM Lt ICS FLA eMKOUSE £ UTES 6 ZEAE 
LRM RO BRAGA OB 2D’ lL, FORM 2 WER O 関西 
SRUEIC KO CMBR Str, SARIC IE LAK Ji LE Ae EBRIC T ER OS 
S>BAO. BG ATMO He dat OVI IC Se 2 US nn RE IC SEI. O 
D BCL MSS EE ICAT ILIV BA Oo 
WOT L LCR BET ICI SAUER % BL, ABRIL AIK %& UT BY 
EAPO IC BE Ls =PIBOMAL HA (CAYO TC A RRVICALIPE O 6 
PaEESaue SN: 共生 し, BERS DAA AL, 2 Sill Ile 
UNM Zee Oo 


— re 


_ 


Sl “ ie la oe oe os 4 FT a = ie に 4 '# F 

ir 4 k ~ ' : 4 t 
3 ape ens Se i , wn t f 
Beek ~ y 5 ty > \ 
ae \ \ 
ne” \ VS 

' q be . 
; \ 
j 
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金 JAMRAIC & BIC EL A 認 む る に 至ら ざる る も, WIC Me oF 
AE ACHE SO PAE IC ACS BB SP CT LUA 1 Rep ic 4 18-4, 銀 1745.2 
Leatil, RMPORARIE, ERIE, SMe SAS 部 分 に て は 同 
じ C く 人 金 12.8 方 , 銀 1033.6 Re SAO. 従っ つて 念 は 硫化 確 物 中 に 含有 せ 
ら る ヽ ゝ こと は 明か な る も , RICHI ZS SWE ICHA CHES OP FOB 


開 係 は 未だ 不明 な り 。 


BRASH R BME 

AACE ILL SOLE! L FIERO RRP A 0 BBRE G1 SBE 
WEA IC LT, ZOMAOKER LHR TZ IC, 先 づ 石英 粗 面 岩 噴出 し た る 後 , 
東西 に 走る 埋 晶 及び 断 居 を 生じ , SUE Et b BL HO 如き は この 
断層 の た め 岩 脈 の 幅 廣 き 部 分 より 却 つ て 狭 き 部 分 に 於 て 甚 し き 破 砕 作用 を 
BOS LO Mo KOBMBRET UCHR THOME BK EL 
CHA F 1 RAE, BASIN OE IO MPS MAE ERO PER 
GOT, IEP Oo LE WMO IL BADD 極め て 一 小 
ASP LT USED WERNER OPO BS 2 5 UF COL ODEO 
VEIL 22K L, 2 ORR So IROMEG 24: U1: 0 COVERS BIRT & 
ROMANS d BRU OMMEA IS 8 均 し く 認め ら る べし 2。 控 の 如き 
LM MOb DALI OST HIT HOPMRS AT So L, 白色 Fe GMMR 
AVEO Hh ALPE OP ARO) AOE O THEME Ls 其他 に て は 決し て 認め ざ 
る こと , AIL INR SIL, PKR IC Tt FRA OWT % BOSE, XL 
[LEQ OUIE IC THEBES LODS DEFOR K OMEES Be 

ZR CKS CHIR BAT SURES LC BIMOSUE A BEBE LC, 石英 
FEI, RGR, TALL O FURR Ne Oo LEME ERO ABLE AONE 
AIC MEBRIT ATA CAUIRIR LIRR 2 LC EI BBE し 。 交代 作用 
OM RES © L SOIR 2 1 LCE ICRAEL Yo SILRRBE FIST 
AUS OLB S Sb BS MOM ARE UTS BOP EB 
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在 せ る も の な る べし 。 其 後 更 ら に TE, SR RMR BIKA Et 
PAUSE OVO: Eat OM R % HOF Oo LL 
CHCRRIRIE CE & CLAP 2 BOO) Soo ABAD AS HEIN STROLL & EY 
を 代表 LINE MOWMG 8 此 の 時期 に 成 生 せら れ た る も の と 推定 きる 。 下 部 
DAIS ENS B Ty SNOOP aE ADEA CSE KO も 生 遅 れ て 最後 の 時 期 
代表 すべ きも の な り 。 : 

CANE O, ATRISIS 産 す る 確 物 の 成 生 順序 ター 見 見 易 か ら し むる 外 め 
之 れ を 模式 的 に 示せ ば 次 の 如く な る べし 。 


EARLIER: STAGE LATER STAGE 
Weissite cae Age ib 
Tetrahedrite ra a 
Stannite — 
Quartz cee 
Arsencpyrite | 
Chalcopyrite << 
ーー トー 
Argentite | st 
| Pyrite actin : | 
zs 
Gold | ネネ 
9 Marcasite | | yg 
) Cinnabar = 
| Galena = 
| | 
し _Zincblende bt 


— Tr ABR OB PAS RIES k OTH UE OMS AOU 
mas Bee OBML & MAT SAED BOM UTE RARBRHO 跡 を 認 
HS ZH SWILIEAISSE ¢ BURIE SOTHANESD BOL MRS AM 
D0 ML CHAPILA £4 > Bit 6 WOME t LCE LLOME IER 
MONA BL KEY 4 RR be Hott: SBMS 


線 38 oOo wom Ze AB 3333) 


PGS &Mhe—i >. MOMS WIE ¢ MOPS SPI LBL 
JET HUREE S BFW 


研究 短 報 文 


RARER A O % Fa BH 


’ SB 大 津 AG 


te 


m4 Th 根 MR 利 


EHO AWB LIE, ABBOT RBESC, BIRAREM 
HBA OUR ¢ WBA COR Ream Cit, MMA ORF BRL 
ESTHER T UCR OE DOKDS, (CEM L OBR Stockwell 
及び Fleischer の 結果 と 比較 する こと が 出来 な か つた 。 PHAEOMRS A 
TOCRIHM UTE 90 

XB (CS LPL OMReRU OBA CARA ORME 
(ES SRF ROBES OK STACI S, MAES LU RK 
eC U7 b BML OTK 2 i EIA S COLD HIRE OCH Bo 
LCORMCEL, BR BEC KOBAO RH ORDRIACIL, BROA A hi 
を 使用 し 廻 折線 の 角度 を 犬 な らし むる が RBRECHS.c LOYR OF 
A YDI-K 4 IOP EL 30-25mm "CHO LOGE CHB ES 
結果 を 得 ん と する に 最も 困難 を 感ずる こと は , 74 es LOMTROWE 
値 に 適 特 な る 補正 を 行 ふ こと で ある 。 RABI TCL Merk 0) Nac? 
結晶 を 用 る て 撮れ る X MBAS MLE < MeL T MIEN eR 
EL, CHRIS CMA O20 NT eH] OWEN % AIE Ute 0 

DL OMSBRBAI, 長久 保 産 の みな ら ず >, 石川 地域 内 の 外 の 産地 即 
ぁ ち 和 和久 及び 臨 産 の も の に 就 い て る も 撮 つ た が , これ 等 は 廻 折線 間 の 政見 も 
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濃度 も 殆 ん ど 一 致し て 隔 別 する こと は 出来 な か つた 。 

RBOER WV TRMO 測定 値 を AE LK t OR BSROR Hl 
(2dcorr.) \Z BN to LRG HY 43 OPEV INS CH CITA C8)! 
72 BMT, その IE DORIS 記 し た 。 BERRA ARINC 


第 = RR 
| No. heme | 0 sin 0 Sh2 | Indices| ao DAY DE. 
| 1 41,29 | 19° 33'| 0.3346 16 400 | 11.56A) gapeesy 
2 | 46.39 | 21 58 | 03741 20 420 | 11.56 | ge Wf 
| 8 | 5180 | 24 18) o4115| 24 | 422 | 11.52 | Ree 
| 4 53,48 | 25 19 | 0.4976 26 431 11.53 ARES 
5 57.74 | 27 20 | 04592 30 215 | 1153 | PRU 
6 | 65.67 | 31 06 | 0,5165 38 253 | 11.54 | 徐 鮭 明 
7 | 7531 | 35.40) 0.5831 48 444 | 1149 | Afeeay 
8 | 78.84 | 37 20| 06065 2 640 | 11.50 | we Wy 
9 | 82.385 | 89 00 | 0,6293 56 642 | 11.50 | gE BY 
10 89.37 | 42 19 | 0.6732 64 800 | 1149 | 不 鯉 明 
11 | 103,10 | 48 49 | 0.7526 80 840 | 11.50 | FRREDY |. 
12 | 106.44 | 50 24) 0.7705 84 842 11.51 | me By Pies 
| 73 | 109.92 | 52 03 | 0.7885 88 664 | 11.51 | gpKEW 
14 | 118.70 | 56 12 | 0.8310 98 853 11.52 A EWS | 
| 12 | 136.00 | 64 24| 0.9018 | 116 864 | 11,55 | fee Wy | 
48 | 140,68 | 66 37| 0.9179 120 | 1042 | 12.54 | ge wy 
11.52 


A?+k24+22 ROMP eB, LEK OPM URAL RK BEM 
(CHAN to CORALS O t PAF BIER ot STC BF LEC 
は な く 最 小 12-494 DORK SOA OC BSS. Th も JE (Ee bh 
る と , MUPTPOKE SA & M7 SIA S D TAB A] OF (AAS SB 
も の ⑦ の に 比 し で 大 で ある 。 この 誤差 を 生ずる 原因 は 主 と じ で 補正 曲線 が まだ 
JES FHIE SAUTER BUS LC BRT Sb CORNICE UCR See 
UIE & & WE ETE SRB LTRS SOTHO. SHORE CH 
PEAR BEREILKOR CH bo 
ag =11.52A + 00164 
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笑子 恒 環 も 赤尾 折 牽 及び 比重 の 場合 の 如く 第 一 近似 的 に 加 芽 法則 に 従 ふ 
も の な る や を 検 し て 見 よう 。 MRICS L A <, AMAL Py=3-41 
Gr=2.16, Sp=33.88 及び Alm=60.55%O WAR CH So M Fleischer に 
従 へ ば これ 等 end members OAKF (HRI Py=11-440, Gr=11.840. Sp = 
11.59¢, 47m=7r.4954 Chdo CAKOWD 6 AVA OF FBT 
出す る と 175324 と な の り 定 験 に て 得 た る も の と 極め て 近似 値 で ある が 少 
(大 で ある 6e 

(CELT 2 17 O TAS OE BSR ICE LT 4-237 で ある 。 MR 
(ETO OR KE ORT OA FKIL (Fe, Mg, Mn, Ca)3 (Al, F's 
(StOs)3 で ある か ら 分 子 量 C247) は 490-82 と な る 。 WM EORAR CV) 
18152494 CHADS RAT ICSE SS SFB 2 = Les = 
7:93 で , 八 分 子 で ある 。 

Sip MIF BICND FREE & し て 今回 得 た 格子 恒 敷 を 用 る ゐる て 比重 を 算 
出す る と 9 = 4277 と よ と な る 。 こ の 値 は 視 測 億 より 稽 大 で ある 。 FAT 
は れ た 礼 験 の この 種 の 上 比重 は 何れ の 場合 も X 線 使用 値 の 方 が 大 で ある B 
DIC, これ 等 の 研究 者 は 筑 測 舘 の 方 が 不純 物 の 混在 等 で 息 の 比重 よめ 小 で 
ある だ ら う と の 一 般 的 意見 で ある 。 

既に 前 報告 に 記し た 様 に 化 由 成 分 よ 0 築上 出し た 比重 は Ford 式 に よれ ば 
4.187 で Fleischer 式 に よれ ば 4-231 で ある 343 今回 得 た J か ら BME 
比重 は 前 記 の 如く 4-277 で ある か ら Fleischer 式 の 値 に 近い が 猫 少 し く 大 


CHA 
MOPED ORME O Ctr 6 OMICS FR PHB EMT LTB Ob 
6S TRB iB A CHE LE Dt Bd 


APR ICBE LE RAO MIL AKL TPREMS OMMICLSELOCHS, WICGEL 
て 同意 に 謝意 を 表す る 。 
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雑 報 


(GAME 訪 島 懸 信夫 郡 水 保 村 字 白 津 の 西南 有 ル そ 4km IC 0, BIEAIOI 
面 に 位 す 。 騙 島 市 より 吉井 田 , ARIAS EC, 和 白 津 の 西方 約 1km ECHR 
に し て 自動 車 を 通 ず 。 これ より うり 百 津川 に 深 ひ , 林 適 を 遡る こ と 約 lkm, 更に 右側 の 由 
腹 を 合 れ ば , HEHE 500m 附近 に 一 小 火 唱 欺 の 窪地 あり , その 南側 を 更に 登れ ば 赤沼 と 
HET SWS 0, その 北側 より 感 に 冷泉 を 浅 出 し て , BEB OUI? EC OOS Yo 
この 湖沼 の 排水 は , その 南側 の 山 の 鈴 面 を 束 に 流れ て , 邊 津川 に 注ぎ つつ あぁ あり, その 
ー 部 分 に 更に 新沼 を 洪 ふ 。 これ ら の 水路 , 湖沼 等 に は 更に 酸化 鐵 を 沈 潤 し つつ あぁ る 
の みな ら ず , COBMB S 町 地 に は 。, FA SBCRIC A DC TBE EMO 酸化 鐵 を 堆 
積 し , その 一 部 分 は 探 堀 せら れ て 自動 車道 路 の 終 弁 に 堆積 せら れ , UES HARES 
次 方 の 手 に より て 會津 に 運ば れ , 電気 製 錬 に 供 せ ら る る 計 入 中 の 由 , その 成因 Ltt 
然 た る 沈 滋 誰 床 に し て , ACH, 同 倶 知 究 筆 の も の と その 和 軌 を 一 に す (昭和 13 
年 5 Agee) CPEs) 

ARAM TE RAMEN ill ORI HE, BEAL O HORM fie 


L, 高湯 温泉 の 西南 約 2km IS. 確 床 は 選 駄 を 成 し , BBA O SIC SR っ 


岩 流 と 集 塊 岩 と る 間 に 兵 ま り , RE OMICS 泊 泊 し た る も の な り 。 そ 
の 一 部 分 は 明か に 層 理 を 示し , HO 敷 種 の 植物 化石 を 含み , YURI & 認め ら る 。 


SUPRA Pima BB ick, 今 な ほ 温 泉 を 湧出 し , HOPERO FREICIX, tha RRER OG 
稼 層 を 伴 な へ り 。 


AGAR O EG @ BT RLS ABS &, その 集 塊 岩 に 厚く 被 は れ , それ ら 
の 下 に 位 す る 不動 離 妖 岩 及 び その 集 塊 岩 OPN DICT Sle Fs, EXL 
CHAMRIZE 0 CHM DS aa oe x, FAAEJL% 250m, 東西 100m に 
達し 厚 さ 概 ね 2-3.m, ZEYOMOIL, BPI Lob CHEM L, SIC BS Et 
RIC L OR BIRREFBICHL, ths bd a より て RAAAS seamen: Hide 
SNE 4b, HS ELE C BRERA AL SH CRUE RTILO BIC 
Bir 昭和 11 SE pS 3.773 RE EL , DUPER ERROR ESL Bik fs AE ORES IC BTS 

昭和 13 年 8 FAAS CERES 
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Ait 37 pp oh FP 1037) - 
: TIL HI25 % OF MILE HL, K 及び N 
by Bie FAG LIS C (LHL % OME MVS, F 
ALD OUT BRIG IC Xe CR EAH Yo 
. Chem. Phys. 6, 429~438, 1938 
BOB RES See a : 


5651, 水晶 の o-8 SBICO#XT v- 
Steiuwehr, H. EK. 

BEES IC i He ih BED Het I te BH 
: EAI SHIM L ze, rn UR 

Y BES SFGAs HA LC ABE Ye S On < 

"を る 装置 を 用 ひ て , BA es kk 
WPaEGke te X LOC, 水上 品 の oP EBL 
Re 4°C OPER MIC AZEt LOE YD, 
AOMBICEMLW IC HoowBk eH L 
著者 は a 水上 品 と B 水 品 と の 乾 移 の 間 に 

二 っ つの 中 間 型 が 存在 し , hb f = Bee 
上 品 の も の な らん と の 結論 を な せ 
Krist., 99, 292~313,1938> (高根 
5652, HARA OLBHBIAIC FS Li 
及び K wie oH Taylor, T. IL., Urey, 
H, €, 

電解 の 方 法 に ょ 
させ る 研究 を な じ , 更に 沸 摺 を 用 ひ Ct 
円 的 置 洋 に ょ る Li K, N falprigo Serb 
の 研究 を な せり 。LiCl 溶解 に batch 電解 
を 施し て そ の 集中 放 1.039 を 得 た り 。 
Lis Li® の 営 能 に 於 ける 存在 牽 は 11.71 
王 0.14 に Ut, K ox isk”: が 14: 
10 な る こと を 知れ り 。Na 沸 石 に ょ る 基 
MmikIC KS Li APL oe pais 1.022 
な る こと を 知れ り 。 KIAMA 
売 せ る も の を 用 ひ て 行 へ る 守 験 に ょ れ ば 
Li, K, N Grom THD Hees EY, 
WoREAk V offifeas Li A prisic ds 


0 oCZ: | 


1 
Yc Li pees eb 


Creat} 

5655, Mate wLKET SP LAY an 

O4 vEGOsEE, Krastanow,L., Stranski 
著者 は CaF y 48, (d=5.47A). C111) 

This LiCl, LiBr, NaCl, NaBr, KCl, K 

Br, KJ Sow Ae ERE LY, 1% 

aU 6 Hi ih @ HF ie OBB As LNA ze S 

ら ざ る や を 檎 せり リ 。 そ ine 

Lo 


a Fi ti} DATE 


CaFy_ | 547A | = 
LiCl 5.17 | 少し 規則 的 
LiBr 5.48 | ayp 

NaCl 5.62 | tLe REF 
NaBr 5,93 | 良好 

KCl 6.26 | Bie 

KBr ; 659 | > LAHAT 
KJ 7.11 | 無 規 則 的 


Zi Lok Y NaCl 示 量 良 の 規則 性 
を 示し , 格子 蛋 敷 の 差異 の 最も 大 な る KJ 
が 無 規則 的 に 生成 する こと と を 知る 。 LH 
結果 の 理論 的 考察 に も 鯛 れる 所 あり リ 。(Z. 
Krist., 99, 444~448, 1938) て 高根 
5654. EuS O#$ Risse Nowack, W. 

Beck offble 3 ft EuS o¥¥ ih 2 GRA 
LORE Do CORT MAIL AT SR Ch AR 
に し て 鏡 下 に 検 す る に 等 方 性 を 示し , 立 
方 品 系 な る と と を 知れ り 。 相 子 蛋 敷 は ao 
=5.957+0.002A に し て 処 折線 の 指 敷 は 
非 混 合 の も の の み 現 れれ 面 心 立方 型 の 構造 


#2088) 岩 


Ai Te Th We 


線 38. 


を 示せ り 。 比重 は 5.884 (CL CH HERES 
中 に 4 分 子 を 含め り 。 和 事 折 線 の 相互 の 漢 
度 の 比較 に より NaCl 型 な る を 知れ り 。 
Eun 4 + vy PRA 124A, イィ オン 容 は 29.0 


Sox ey Peis 1.744 と He VG CZ. 


Krist. 99, 339~341, 1938) (eH) 


5655. MnSe の 多 像 現象 に つき て 
Baroni. A. 


SVU IC kB MnSe の 研 完 を な せ | 


る に Schnaase が MnS に つき て 見 出せ そる 
如く MnSe に も % 三 つの 型 の 存在 する こと 


| 
を 確認 せり 。 CNEO=]Mit A _LICT | 


SWiK ERE L, <« 型 は Sulfat-, 及び 
Chlorid Acetat 深 液 か ら (NH』4)2aSe に 
よる 冷却 に ょ つて 生成 し た る MnSe sp 
ine Mie UCT DHE YS と の 型 は Na 
Cl RES EL, Mth 格子 の 大 さ は ao 
=5.44A な り 。 P-H(t Manganacetat yx 
We HoSe Wh ic wae 間 放 置 し て 得 


= r, 3 : ne r | 
bar, ZnS OP ai Syme Hk WES BL, そ 


の REF BS FAW L, ap =5.82A な り 。 


と の 型 は 不安 定 に し て , a Hic BGT, | 


YT- 型 は 甚だ し く 不 安定 に し て , 沸騰 せる 
Manganchlorid 或 は Mangan sulfat 深 液 
に SeH 2kit WR NH3 を 作用 せしめ 
で 待た この 型 は 2 る pS > ABLE a Sy BEA 
(Cah L, RET Ie ao = 4.124, Cy = 
6.72A, co/ag =1.63% 0. (CZ. Krist., 99, 


336~339, 1938 う 【 高 根 〕 


5656, Magmatische Apatitm 1. SX | 


分 と 物理 性 , Kind, A, 
世界 各地 の 火山 岩 及 び 深 成 岩 敷 種 の 各 
々 の 約 1Kg づ っ を 粉砕 し , F. v. Wolff 


の Mechanische Phasenalyse に 依っ て , そ | 


Ors ob PR & 集め , 約 1.5~2.5gr の 試 
Pe Iso th BRAIRUKG PHBE & 
Peat Ls ③④) dE の Isomor- 
phie に 於 て は , F-Cl 4g ihas RAPA IC 
大 な る 影 頃 を 及ぼ し, (2) Ca-Na の lso- 
morphie に 於 て NagO の 含量 ボボ 屈折 奉 
を 低め る 割合 は , FeQ の 含量 が 乏 を 高め 
る 割合 に 等 し 〈,(3) Ca-seltene Erden 
の Isomorphie で は Erdgehalt 2% deat ば 
EACBRit sc et REOU LOM 
CO, RU SOs ERUURRT OEE WI 
JO L, 此 等 は Chlorapatit + Y PFA Ww 
REO BEeM Vth MERKLE 
MICAd, BA PKRG S P & Ti oe 
KLBWEB ee bk, V7 bret 
BS Li, 協 基 性 岩石 中 の Apatit 
Gli F の 量 が Cl の 量 よ ょ より 多い 事 ボ が 知 
られ , Chlorapatit O34 TB OAR IC SL 
則 性 が 認め られ な か つた 。 (Ch. Erde. 22, 
50~81, 1938 う 【 濾 邊 新 〕 
5657, BiH -RAERAWOMIRE 
Boyd, J. E. ; 

加里 長石 , ERA RO QAO 混合 
PA 2 ZA Wy Ae "EL 1 tie & BEE FF O Te SHE 
Ee ti CHE 20% Y. bind. 3 YG hie 
DC tec P. C. EL を 低下 し , 更に 402 
以上 に 増加 すれ ば 人 急 浜 に 混合 一 の 'P. C. 
E を 増加 する と と を 明か に し , 三角 BR 
Ick D PERS lat 9. CJour. Am. 
Ceram. Soc, 21, 385 ~388, 19388) (47) 


| 5658, weleties BRAR7G D ARB McConnell, 


DD 


Carbonate-Bi R71 2 U oxy-BEIR Zi OTF 
Fei bd S ARS AEH SERI te YQ Gro- 


* a Jai teeliagoe 


綿 39 » 


#2 3-39) 


ner MUSES (iHEIC francolite を 化 4A) 
部 びに XRAY IC HTSE Ls fluor-Be PRET & AR 
1) A © [a] D HERE EO da IC BAS 3 BHA 
CBSE U 筆者 は 更 に 本 論 ACIS 於 て 
carbonate oxy- 焼 灰 石 (dahllite) に 就き 光 
FAA), 4hSEAY, X 線 移 に 研究 せる 結果 , car 
bonate PEPE TALI oxy-BRIR fi @ 存在 に 
Ba > 3 REM 2p ¢ MAS られ , これ 等 は 
Fete Sn RT LL CET SRO 
IFES LC HA ALIS RAD BER Fi Kp & FE 
(CBOE Te S ARPA TREC TEAES SRO 
KLCcn#of of AA ROBT Bid he 
% CHEE te VQ CAm. Jour, Sci., 36, 296 
~3)3, 1938) CAA) 

5659, Nagpur # Braunite  #§ 
BAIBIZ Switzer, G. 

Efe Nagpur g£ibraunite(oMn, Os・ Mn 
SiO03) Oa the & Hak V ABE at iE 
Fi Sa RIS Jos L, LAAT IE ao = 18.28 
Pro Gy SUS ig Aiba) = LD rant jen 
WAG Ris i ROM (ICL, Zk YF 
7 ZB wHAIE a :c= ニ 1 : 1.40707 0, (Am. 
Min, 23, 649~653, 1988) CK FR 
5660, YY PEROMR HE CORE 
Stevens, R. E, 

Se S17 oo) » 7 SEEES SATE VG 
と の 分 析 結 果 は X 線 的 研究 に 依り て 明か 
ISSA SHHOMBL HEV, CO 
ape ek y Rb RUCs a ) » 7 BEBE 
DEM SBLEMVE VS UY FB 
母系 の 端 成分 な る palylithiinite DH 
MreV, COMPAR K. LigAl. Sig 
OF ぅ 2 SRV DLeEVEVOITGO Y 
シア 雲母 の 成分 は Polylithionite CK. Liz 


Gf 

ff Fits IE g p 
001 a 0° Of 
010 0° of | 90 0 
100 | 45 0 » 
013 O° 20" 15 75 
012 » ee a 
011 » 54 36 
021 ” 70 26 
338 | 45 0 |36 44 
5.5.12 » 39 39.5 
112 ” 44 51 
Wi » 63. 19 
221 » 75 53,5 
33 » 80 29.5 
441 » 82 50.5 
big 8 8 | 54 52 
135! 418) $26 cae 0 
195 110-98.5 So 275 
i341 18.26. 4B 0a 
33 4 56 0.5 
153°" 11 “163 | 67 shee 
oTOrien ha 58 15.5 
5.11.13} 24 26 | 52 27.5 
122 |26 34° | 57 335 
14% }14 2 + | Toe. 685 
344 | 36 52 | 60 225 
353 -| 30 58 | 69.7 86 
126 1eGsd 1 Te: 98 
Bln eh eG. Mol Tare ea 
Toki y Loo) Semel 
241 | 26 3 80 58 

Al. SipOpF x) RU biotite CK. Rg + Al 


Si30.0COH, Fy)) afi ic lithium musco- 
vite (K4. LigAlg. Al4Si20mCOH, F)s, 
muscovite(K, Aly. Al SisOjp COH, F)o) 
OPERA RRA YO KT EUS > TAB 
BE & tg RD IC HE MS SISTER Vg Ut 
等 の 結果 ょ り 理 論 拘 に 次 の 如き 理想 式 が 


Pb 4040) a iw Mm KR Se 線 40 
Wrrk vo AB, K,LigAlSizOuFg: ) po 
; : : ! Art Fae Til g % 
(polylithionite); Ba Ky Lig Als Al Sij;040 

- Oat ORs 

(F, OH) gs; CB! K 4. LipAlz, A1ZSi,O49 QOL ah BOS BODO ele aed 

010 | 0 00 | 90 00 
(F,OH)gs; Di, K4.Lis Alg. Alg Si,s019 100 93 115 Ps 
(OH, EF 183 E my, K4.Li,Alg- Al 4911404) 370 29 2 ” 
(OH, F)g. 分 析 結 果 を 此 等 の 型 と He 350 "| 38 59 
する に , 試料 の 中 1 個 は A 型 ,8 個 は C 型 ne - i 
Ly 2 02 75 .9 4 
に し て ,5 fe D Alte 0 BEARD 3 Hit_b 310° | 78 335 bs 
Uefa] fe DIM 1c % —Fere FF, (Am. Min. 28, 810 |-87 39 ” 
607~628, 19388) CKRARD 310 [107 26 ” 
5661, LORPEORBMED Smith, Ree Satan let 
110° [129% 43 ” 

H, T. U. ox ‘ 

1 300 |143 25 » 

4 Th ONE & RWS SBICM & bw 101. | 92 38/50 32 
る 模型 の 各種 , 即ち indicatrix Helo, 101 | +85 56.5|38 305 
JRA (hy PLY, indicatrix 2 MAW EH BE 605 | -86 07 | 44 54.5 
の 開 係 を 示す 模型 , AM MKD indicatrix O04 6 TSBs 02 A 

aa Se eee ae LIL» | 59, 5) 5h aes 
Fi fit. & Ts TS ANY BO AG EBS I 12 | 74 39 | SL 3165 
1938) CARRE Tih 182 155) 47 206 
5662, Meyerhofferite DsiSuBAOH ets | a ee 


Bee Palache, iG: 


Meyerhofferite (CagBgO4. TH ,O)/2 1 | 


91656 Schaller に 依り て HMC HES tr 
7 SB IC LT, 三 斜 品 系 に 属す 。 測 角 


結果 は 別表 の 如 し 。 こ の 中 C111 う >, (212), | 


CD RUQDiL HH OP EK ABLE 
ESbDEV, RZE VG$ZK SWBRU 
ith FA (LAO AL atb:c=0.7904: 1: 

0.7763 ; a=90°41’, B=101°51’, y= 8624 
ポ 。 光 移 的 弾性 軸 の 方 位 は ※X : = 165°, 

p=62°,¥ =: $=45.5°, p=47°, Zs p= — 
85°, p=55° に し て 光 軸 角 は 2V=78° な 
り 。 MALE HB It a9 =6,60°A, by = 8.33, 
cy =6.48 (GHC +0.02), 2=91°0', B= 


LOI°31’, y==86°55’ (48 c +£0.05’), ay: be 
2 €) = 0.792 1. 0.778% WW 
(Am. Min, 23, 644~648,-1938) CKD 
$663, ARORA BPANBRRU 
| BRED {EBM CRE T GREET 〕 
角 関 石 族 ( 其 5 う Hrs 

Imerinite, torendrikite 及び laneite は 
Madagascar 特産 の 疹 し い ア ルカ ヵ カリ FHP 
で ある が , ZEEE CSR bad 
見 る と 1 系 統 に 属し て ゐる 事 が 明か で あ 
る 。 例 へ ば Mg-Fe-Na fi (AlBlic Jc Mg- 
Na Bo pAi Mpa £ Y, Fe Na tp Bi a 5 iay 
15% DAH MAS BE HE LC Bo Kunitz は 


imerinite-torendrikite 系統 の end member 


penitent 


ia 41. td 


8k Hb 5CA1) 


"2 Uc arfvedsonite を 探っ つて ゐる が , ime- 
rinite, torendrikite 及び lanite の ¥ SPE OD 
FHV, laneite の 周 線 に riebeckite Z(t arf- 
vedsonite が 着 生 し , WaT O Has WM S 
HY, Ao LL AM LE BA RIC S 3 
tLB~bNZSOREDS, te 
の 代 に laneite EPOCH HOM. im- 
erinite-torendrikite-laneite 系 を 考 へ る 方 
fais CB 6S 5 Ric HSN, ES 的 た に 特 
FEL AT 3 GAT 12M ERA CEM, It 
等 は Vesvius +e{l] # (Tephriters) の も の 
を の ぞ け ば ず べ て alkali syenitic rocks 
中 に 産 す る も ゃ ので, アル カリ 因 の 研究 上 
重要 福 す べき も ゃ の で ある 。 7H Bip 
DAN OYELE DLT wr w VAD 
SOK JERE SLIT SDK WHE CHO 
て , Kid 6 の 系 統 が 考察 され る が が , そ の 中 
Mg-barkevikite っ Fe-barkevikite —hasting- 

' site-yarfyedsonite -> riebeckitegs $2 % XE te 
進化 系 統 で ある 。 ChE 45, 725~736, 19 
88) CARED 
5664, HREM AD (LBRD & ED 
Jit FAYE EB 

ARBEIR A (LORIE MIC £0 MI 
AE) te TERI BR, PURKIL や ヽ 終 黄色 
2 POUBW CH }, HIE IC ko ET 
ZR 


w € ws 
AK 1,658 1,653 0.005 
bisa 1.640 1.635 0.005 


で ある 。 KKAK, PRE TS TO 1B 
BMS FPO 結果 内 核 は 9CaO.3P,;Os, 
Ca(F』Cl)) う な る 和 普通 た 認め られ た 分 子 式 
を 有 R 有 し , Cl? F=76.48 : 23.52 で:-chlor- 


fluor-apatite IC JIS vs, HIE PE より 
TREE RAR KUO ICUEU, 
Ca(FCl20gH 9g), 3Cag(PO4) 2 の 如 
く 一 般 と 異 つ た も の と な る 。 NRORD 
KIRT MnO が 1.52 の 多量 存在 する 事 は 
著しい 特徴 で , HCA, mbTEEE Pehrman 
等 に よって , ABER Ol HAO 高い の 
(4 CLO AHI A CHEB, その他 
ic Mn HtoZu.#t62o 一 因 で は な ない 
か と 考 へ られ る 。 AkAME IV, 4, 11~ 
16, 1938) CA AED 
5665, HRA R-=ORRBRYOMA 
分 解 の 際 の pH-js§ Umegaki, Y. 
Shay Hic LOc Ab: An の 定め らち 
れ た 'Albit, Oligoklas, Andesin, Labrador, 
及 Anorthit OAH O1~0.5er% 29,2 
& AK 50cc. 中 に 入札 , カロ メル 電極 , 
水素 電極 及 医 準 水素 電極 より な る 装置 た 
Ag ls 
<a UE は 電動 
を 用 ひ て その pH fle 測定 し た 。 その 
結果 , pH 偵 は 用 OKO pH th, Aiko 
多少 に 係ら ず , ARK clk ES 
あり ,Albit か ら Anorthit へ は 8.49~7.77 
te } MERE) OBE EN LE 1A し 試料 の 
Bui ERGIES BARAT, Pele 
SOME IC Ou THERA Tw VASE 
属 ょ りな る Calcit, Strontianit, Dolomit, 


pH= 


Magnesit, Aragonit, で は 9.64~9.12 m im 
一 定 し た 高い PH 値 を 示す が LER LS 
属 よ りな る Manganspat, Eisenspat, Cerus- 
sit, Malachit, 及 Zinkspat で は 7,36~3.86 
の 如き 種々 な 低い p 是 値 を 示し て ゐる 。 こ 


抄 6C42) 


a ti Th My Th eK 


線 42 


RE OWI V, PET ICH CRE 
DIX AVRLT LA VABOKBAMD 
2 BRR FEM LV te Stk PHA 
PRETTY IC PS CLA TUR S DEED 44 
[EO PRB LHS LCS SIC te pH 
{ie & SACRA) S tr S (Memoirs, Coll. 
Sci. Kyoto. Imp. Univ. B. 14, 141~154, 
1988) CAARHED 

5.66. t4EA*S5E ORB Wooster, W. A. 
Knott, G, 

CYR y ORE hie OM & UT 
AU SAF, 2 HO HIER SS OIE WL 
た 。 C1 SHEE © HEXEA I BERL LZ 
を 棒 で つなぐ ど 。 MSM 3/16 Roe 
ル ョ イド 棒 を 原子 正 離 に 相 営 する 長 さ に 
切り 雨 端 を アセ ント 中 に 1 AAA Le 
SBbsto R&T e hy oRBEPUT 
fe DIC BE Ste, We 押 合 そる と 
確 り と 喰 付 いて 模型 が 出来 る 。 (2〕 う 之 に 
反し 有機 物 で は 分 子 が 単位 格子 の 中 に 如 
何 に 入 変 ん で ゐる PV HMC, ZENE 
に 示す に は 棒 を 用 ひ ず 球 の 一 部 分 を 切 取 
つて , 球 と 球 を 直接 に RIS HAT SM 
要 が ある 。 球 を 切る の に は 1 呆 IE VD 
SOA O Hh RE IC (dD, HE IC FE“ 
Hl TJ OBC S と vu» \¥— CNature 142, 251, 
1938) CAARMED 


BABSRAUE 


5667. Criffell-Dalbeattie 石英 Ba 
SOE TERE IKTER OHS) Mac 
Gregor, M, 

Criffell-Dalbeatie 火成岩 の 西端 に 於 て 
Biba RAE El BECKY, 


ALPES ea ICR 化 せ る 作用 は , アル カリ 
長石 成分 の 母 岩 具 の 上 昇 た 依る 作用 な る 
EMV, HRA LH STS CKO, Tw 
カリ ,AlsO0s を 含有 する 水深 液 の 先行 バ 
あり , 深 液 は 母 岩 の 空 際 を 通し て 移行 し 。 
aii te S RS & EB © HRS & OIC HE 
EL Met BHR LY TRARAS 
の 岩石 の 系 統 的 分 MO Hae BME IL 水 成 
岩 の 譜 成 分 の % も の を 一 つの 共通 最後 成分 
7e S AiR Ae ICME S tb S BLAS W] D> & 
な り , HO CMLL EL: BORE WIA TE 
用 な る を 示せ りり 。 BEI KS TEA 
化 作用 が 完了 する 前 に 水 叶 酸性 母 岩 岩 此 
自 帳 が 進行 し 来 り , 高 析 質 ホル ン フ ェ エル 
A” 物質 と 機械 的 に 混合 し , 全 玖 は 可動 性 
Loo PARLE MSS に 至 む や ば , 新 
PASE EE WAKIRO EC, Big LY 7 = 
WL AWE HSM LEIS RU PC REL さ 
れ , 機 械 的 に 分 解き れ , 塊 中 に 3 し 出さ れ , 
均質 の “mixed ” 媒 此 が 結果 と し て 成 生 
さる 。(Geol. Mag., 75, 482~496, 1938) 
Cyay BF 
5668. 北西 キ エ ェ ベ ツク 中 Waswanipi 
地方 に 於 ける 旗 船 周 線 の 交代 外 殻 Free- 
man, B. C. 

北西 キテ ベッ ク 州 , Waswanipi 地方 の 
PEAS © FE hid 23 YR IC UL A Ty EIR, ADL, 多少 
BEAK, Arita KK EAR D4 OL, AK 
Ty EIR, 中 粒 乃 PERM RL te S 77 WARK, 
CFE ARE > te Y Ait ic Na—7ZE fig Ht 
な る ) OTM S UV, JRA REO RAs 
Keewating A Wa KR RUS BS te V 
EP Oh eet Hy Wits A BUR AAR & OV 
TIC LC Bi 24, texture fi 25 $8 (t Hy 


ig, 43 fp 


oy #7043) 


AIL BLE LOS } SARL Y w BAY 
(Ok URES LE SUEA ROMA NEE 
代表 地 る も の な り 。 中 粒 乃 至 微 粒 型 は , 
c OME EL a + COUR Gt OPAL S 


{CHFS ORV, CJ. Geol. 46, 681~. 


699, 1938) 【〔 河 野 〕 

5669, Plattensee 地域 の 互 alap 及び 
Guiacs DER#HZEHORY Man- 
ritz, B. 

Halap O YIU OZ Kimkiyix Des- 
min, ERAS Wee SFr Aden 及び 
22H S Thaumasit, Gismondin < 方 解 
ALD, Ste 普通 Hi, Phillipsit, +p Pp 277 
—fR & (Ag, Sanidin, Ilmenit, weeae, BE 
IR AIC UT, Gula’cs OK SUH 空隙 中 に 
it HAE, BE, EEL AL, BERR 7, Phillipsit, 
Desmin, Natrolith, Mesolith, Skolezit, Cha- 
basit 4€% 42 4 (Min, Petro. Mitt., 50, 
293~106, 1938) Lye) 

5670. 北部 ノル ウエ ー Tana 地域 の 岩 
石 Foyn, S. 

著者 の 研究 せる 岩 種 の 大 部 分 は 石英 内 
TAB RBLAA L, RS Dice EFS 
ERB ORE AL, M6 iH iia a 
MLNS. LLAOEMAR ILS So 
ICP Ries AER tL SRRAEES © 
Bi IC he TILA as FES FS 
MUS SILER CAS © MigkVe LIEK 
概 の 岩 局 中 の 黒雲 古 より West, WX 
BOAT A BNA OR VICE 
洋 を そる を 著者 は 認め た り 。 (Norsk Geol. 
Tidss. 17,.65~160, 1937) GRAD 
5571, New Mexico, Santa Rita i 
域 の 央 石 Spencer, A.’G., Paige, S. 


本 地域 の 火 成 作用 は 白 柚 紀 及 第 三 紀 に 
HU, 白樺 紀 の 火 成 岩 は コロ ョ ラド 頁岩 の 
LMBIS AT 3k REM IC Lo Ae 
HROBHaM OB ALB LS A BPR 
BUH TIRE Ha > MBA 
びに TEMPERA O 更に 新しき 岩 次 を a 
4AiFo M Santa Rita 2 Hanover-Fierro 
DAK BH LARK D A te S SATE ISR 
YU CHILS, BIC B= Ae LCA, 
a DAO Kia R RU BARRO 
AYXEF FA BIE VMS, USGS 
Bull, 859, 1935) ri) 

5672. Schwarzwald 地方 の ewe 
HO{(EFMSERR Erdmannsdérfer, O. 
Ibe 

HEA Schwarzwald C(t oO Eklogit は 
知ら も てゐ な か つた が Rosenbusch が 
« Eklogit ” & LU #8 & L& Silberberg 
産 賑 五 に つい CHUCE, Biotitgneis rHsic 
NNO-SSWic #E Uf 20x 30m OLY KY 
塊 の 中 心 に 本 gd 0, ERAN TO 
SKA, MTR BAK Vite dS RRS 
有 し , SARIS HET & Bl ir AYR BERIRO 
PETG (1, 4 [1 E71 © Symplektit, Kw fr kV 
な り , 副 成分 と し て Magnetil, Rutit, Mag- 
netkies 等 が 見 られ る 。 AH Ho iter 
側 に は Granatamphlibolit, VY Hc 外側 に 
ffif-c Pyroxen, Granat 3. Yd し , Biotit- 
amphibolit に 移行 する 。 本 因 は HELD 
ょ り 推 写す れ ば Gabbro 様 組成 ちあ ゃ の ょ - 
UAE UE MLW) CH BW, 一般 の Oliy- 
ingabbro, Norit と ic MgO>CaO と な 
つ で ゐる 。 Liki oS SM RAE 
JRPE~ Eklogit CGranat-+-Omphazit) で な 


A ae 


BO 


綿 44 


ves Am ORO と 笑 す べき で あら 5 う 5 
HLL, Eklogit っ Amphibolit に 移行 する 
細 折 作用 の 終始 に 於 ける , Relikt を な す 
ZOLA MTHS Cour. Geol. 46, 438 
~447, 1938) CAA 
5673, 1995~26 年 の Santorin (RIO 
AERUBWSAAW ORB ICR T 
Von Wolff, F. Von. 

KDC SHEHOURME, 温度 REA 
(LIER EE OH IE te IC SQ TO 
RE IRS Be HERS (ht AIS ECD BA A 
BRIA WOME BS HIE BE B , 1925 
~26 の Santorin }RREIC HSC 1 EDS EE ULI 
に 測定 され て ゐ る か ら , それ か ら 種 々 の 
WRPSHM iC kocMuk, MEA AS 
NCHSP SEA RE OUMBASKY bir 
RI RAZ 2OBRRKD DIG OF Eas Mb 
NS KORE lm Leo MATEY 
RUD OX CBE ARB Cer 7 

— = edo ait” 
we XS te SHE IC RBS SE KK MIB 
れ て ゐる が , シェ タツ クツ タッ ペ の 高 さ と 族 
os H:D ei Eomee UcCAKz 
IX Lie, RIC TI ARICA 3 BAGH 
DoH BMORS, COBICRG SKE 
SURLY 等 ょ り ADK RO OE Ao 
KEIEHH UGS. COMBE AAUK 
Dut te LEA, BE 121048°~800°-G 
燈 岩 流 と クッ ペ を 生じ Santorin は 900° 
~756° で クッ ペ と 燈 岩 流 -Pfropfen を 生 
じ , Mont Pelée は 830°~600° で クッ ペー 
Wives si |S, Lassen Peak (x 750°~600° 
で Pfropfen £ Kshs HOW Lik IRE 


ORF SESE OME に 次 第 に 減じ , MAD 


+ Pete A BMRIE Feo CAB LC Bo Jour. 
Geol. 46, 521~545 1938) C/A AMES 
5674. KeSiOs-Si0e OF GHMRR 
び 其 決定 に BBERKS RA Kracek, 
F. C.; BowenN. Li; Morey, G. W. - 

K SiO 3-Si0» OAS AGRA Ara AE IC A 
Mee LoCBHRIN CHS RC: Phe 
ys. Chem, 33, 1857~79, 1929), ##e Ky- 
Si20。 O RRARAH MIT TAINS Nimo 2 
2 Of Rh 2m し 非常 に 複雑 な ぁゃ の で あつ 
ko 然るに 基 後 の 研究 の WE, この 曲線 
に は 修正 を 袖 す 可 き 事 が 明か に な つた の 
で , RRB HO Cites eis, 特に 
We BIRD OPAGIC RIES GBC ES © Hh 
つた を 。 即ち 本 系 は , 特に KeSigO5 Pits 
の 成分 の も の は 著しく WARES, 水分 は 
表面 の みな ら ず , ABCBSBeL Cs 
2 つの 重大 な 影響 を 及ぼ す 。 第 1 は 混合 
1 D Wey BBE St SBC HMAC CM ~ 
た 如く SiO。 45.56% の 組成 の も の で 
は 含 成 た ょ る 成分 と , Ze DHL ERR 
と は エ % に も 及ぶ 差異 を 示 LEM, Z 
は 漫 分 の 除去 の 不 完 全 の 和佐 で ある 。 筑 
QW WF AWICKS te ti th ORE & EXE 
TSSMC, HOC & 融解 し た 時 に 試 
料 に 著しい 不 均 一 性 を 生 ぜ し め る 。 UE 
を 考慮 に 入れ て 研 完 し た 結果 , K 2Si2O5 
の 融解 曲線 は , そ の 戚 分 の BBS 最高 を 
示し , 夫 々 K2SiOa 及 KK2SigO0。 & OF 
融 跡 に 向 つ て 陳 側 へ 下 滑 に 下る 正常 な 型 

ある 事 び が 知ら れ た 。 U,KeSiOg, Ke 
Si2Os5, 及 pSi4O。g の 結晶 OME IK O 

て 論じ た 。 (Jour. Phys. Chem. 41, 1183 
~1198, 1937) CAARED 
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5675, Katmai 
Park [CHF S BRERO 火山 HAM 
Fenner, C. N, 


HE 2 WF IC TN SACU HERR © HL 


ERE & Ab 4 Hb AC ME SU IK BBR LC ith 
U%o> Katmai の Ten Thousand Smokes 
BIC CSE 5 dr BGR AE DHT 
VL, 層 理 は 極め て AW] CRIM の 下部 で は 
We < , FULD EAS CL HEAT hh, 絶 へ 
ず ガ ス の 供給 を 受け て 可動 性 を 増大 し た 
BHO ALORS te CHR LEO 
EBA bn Ss welt Lacroix € k oC 2B 
載 さ れ た Mont Pelée m #22 Nuées ardent 
に 酷似 し た 跡 も ある が , 堆積 後 の ガ ダ ぇ に 
LORIMER FOMICR TCE HOCH 
ZO, ZICH し , Katmai WH! om eee Kat- 
maian type of eruption) 7% 4 Rh & TEA 
Lio. Yellowstone Park た に 於 て も Ze 
同様 な 特性 を 有する iba O 火山 堆 


積 物 が 多く 存在 する 。 同 地 に 見 られ る 他 ! 


PU BAe KY HII OR A Oe b 
te 0, OKZPIC BE RE c BO CHEAT 
た ゃ の で ある 。 WeH arg MICA HEB 
堆積 せ ず , WE WAR L 7 HG &, Pelée, 綱 
PM, 甘 他 の 火山 活動 を 基 と し CHS 
&, PORE te MWAH へ ちら れる 。 Helis 
BAKU, Pa, Jee tro CAR 
de 01 AST PE dv, ZR ESE 他 の 原 
因 に ょ っ つて, HLM ee LOS MA 
‘Wied ERS) HC PHL Zils 
220, Wk, RUS OW LIC k SWOEA 
4 Wor CH bF,_ (Trans. Am, Geophys. 
Union, 18 Annual Meet. 236~239, 19 37) 


CARED 


及び Yellowstone | 


5676, Nordingra-R6dottFO Anor- 
thosite 及び Kenningite. Von 
Eckermann, H. 
ANYFAFYATO Nordingra hh jy 
に は Anorthosite mE Mas peice dC 
ゐる が それ に つい ぃ いて, (DHT, Det RD 
を 嘩 へ ~, そ の 分 化 現象 を 詳細 に 論 及 し た s。- 
anorthosite は plagioclase, pyrxene, chlo- 
rite, prehnite, serpentine 及 quartz を 有 有 
L, plagioclase は , AAALO Re LBC 
HOI0%k HH, RO 方 で は そ HE 
YD ¢ iC k DCL % LDF Lite vo 
組成 は Ans~Anz で , 殆 ど 或 は 全く Zoning 
は な く , BW tre St iL Hi CZ ¢ (x Autome- 
tamorphism に 依っ つて, sericite, prehnite 
ILA SR CRBWL So 本 岩 は gab- 
bro magma 中 か ら , plagioclase が 学び 
EV EMCERME RC AUK BOGS 
OBhic HS cH ix Balk Ar JEL, Bo- 
wen, Vogt “= plagioclase DY FIC k S 
RARE HESS, ILM COU 種々 
の 議論 を 試み て ゐる 。 RICH ¢ WB lk 
anorthosite の ““ effusive ” form が dyke と 
し て Kanningen 島 に 産出 する 4 ECS 
つて , 4 0b Ris AF Oanorthosite 
と 殆ど 一 致す る が , その MAB Id ta 
HUIS BER BER -G, AbszzAnss の "feldspar 
lath より な る “ground mass” 中 に Ansg~ 
Anj3) の plagioclase の phenocryst 見 ら 
れる 。 RHA OMDB rk “ef- 
fusive ’ anorthosite % Ho Ello 420 
fic Kenningite と 命名 する 事 を 提議 し 
Yee (Geol: Foren, Foéreh-andl. 60, 243 
~284, 1938) (AAR ED 


% 


HP 10C46) 


a A Th hy Hh KK 
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5677, Kj}#IE®D Core sample EHD 
意義 Piggot, CS. 

FEI Snapper JC kD CUS VEER O 
岩石 し か 控 集 され ぬう ら み が あつ た 。 等 
FEI ENE ICIS 3 HER & % OTE ONE 
に 於 て 探 集 し 得る 機 な 装置 を 考 染 し た 。 
その 主要 部 は 重り (即ち "大 礼 , GHEE SS, 
BEI RENE, 排水 門 及 USED 5 HI kV te 
UV, PE4LKCRY, ZEMV GS EMO SE 
ICA CHER ICES 5 ZAYERIC SET 3 
L,BARUCHEL MRP ICOe 2 し , か く 
(CHE SKIKE, HERD, 岩石 等 ボ そ の 
位 の 開 作 を 保つ て 得 ら れる 。 現在 迄 の 所 
で は 3 WED AEE ¥ Ste PC dH SA ARH 
の 最深 所 即ち 6.5 ORE ie ICHAT Bt 
Bere (Lee IC HERE & BIRT 6 CHD 56 
か く て ,1935 に は KAPPA FEO Submarin 
Canyons か ら 14 の core, 1936 に は New- 
foundland の Grand Bank より Ireland jij 
DRM HS 問 か ら 11 core, Hic 
1937 に は Jamaica 2 Cuba fa 6x9 
の core PPRELE, CHHO PRICO 
UCLA HTFE DTIC HS C BEAR UIC be 
つて 研究 が す ヽ め られ て ゐる が , ME 
に 得 た 結果 で は , この 3 米 の 堆積 中 に 4 つ 
の 水 河 期 と 2 っ つの 火山 活動 期 が 認め らち られ 
JESS BIC IES S HAS WHE CS SQ Ra 
OPPO Rs, Km k VBS 
{ EM KA Ron TIBI L, RIC IE @ 
堆積 吊 所 調 “Red Clay ” から は 火成岩 
の 敷 倍 に 及ぶ Ra の 存在 が 明 と な つた 。 
Rik PEM © HER LC do BH I DOMME D> 
“EWE ROFMOBILE ROL ILEDFS 
試み も 成功 し つ ヽ ある 。 CScient. Month, 


48, 201~217. 1938, 及び Smithonian 

Report 1936, 207~216) CAAED 

5678, REA ORZ Nininger, H. H. 
SAE MEIC HOLS s AL OPYMe 

は その 靖 正 の 不 完 低 な る た め 正 常 な ら ざ 

SLOUSOCL EMBERS TC ipa e 

y (Jour, Geol.46, 889~891, 1938, C7 9) 


5679, FAB IK Tt BRO RECA 
SSB Page, L. R. ; 
SILA FAD {RS te & silica O 存在 に 
Sc tz, NaCl, Na ッ CO 3; NaySO4,. Calo, 
COg Hom BRE BIC 200°~300°C wiF, 
REC CAML, 更に ZERPHT れ ば 自然 
SENS o FLERE ICH CH 
NaCl YAEL Vit ATRL AR Me LWM 
tHe YL, ZIC datolite, prehnite, apophy- 
Nite Ee hs. れ は ば , 等 温 に て 酸化 銅 を 生 
じ , BRIN e EES, 2 Ho Rhee ee, 
RK © aH, RU RI O paragenesis 


“ey YES LC Michigan PEW RU IC 


FAWO Diillv ARs Na, Ca, Cl 等 
を 含み 鐵 及 硫化 物 の 少な き SHYRYEAS 20 
0°C VE OME kV PH ba CPL 
kE%DL#4~bSo_ (Econ. Geol., 33, 
022~541, 1938) Crs BF) 

5680. Montata Ji] Block P sEWwicw 
TCT Spiroff, K. 

TUR A ERE AP ISL Sd, BE Ah 
KA IC (4 BYO Shearing 及び tersion に 
LOCAHUCKS HAM SV, の 上製 自決 
WO C BHE EA Ad Dy RISE AO BOK 
PLES SLLLEV, MKLHR 


et eI “> 
"a AD A 


三條 あれ ど ゃ 何れ る 規模 少 に 


pee 44 


で fissure £380 TLAL 


it 47 Pb 


Sk #11047) 


USHER EE LL, IU UE IM, wh sAIMR 
FEO. 
CHS RICE S Zk ih HOoae, He 
SMT, PIRSA ME IS & Bb IMG SU HE 
Bitifr >, PKL VE Tae 
母 化 作用 並 に EERE 2 50, A fami 
ISAK LUC SLND, SRR (Toit ERT it 
Dees SRC, BALE UC BUT 


We Ee 


BEET GEOR, Be YLUS LPI GG WR 7 AM 
Hk 42 Y ¢ (Econ. Geol-, 35, 554~567, 
1938) Comp) 


5681. ANE RARE SHARAD 
RARE HAN 

YR > YL #8 FIC SZ VLE 
RI 
WRI UT, ELIE な す も ゃ の 
LRA 
OP TRAE SILA MeMHIC LCS 
DBR D IMs Bb Yo 

= OMS ZG UT D BLUR TE Be 8 BLO i 
ACTH IS WLS CHE UES 4. GUN AW EB 
ate 93, 57~74, 1938) 〔 中 野 ) 


fi a 2) 


5632, Utah 洲 Bull Valley 及び Iron 
‘Spring tht OSE ROKA 


Wells, 
F, G. 

A ORE ICE i] te FER EL © JB 
跡 な く , BURT, NO 
phyry Stock OH A Ic BE UC, LOG 
AULA DA CHIC OULD & HL 
ZIAD T Stock § Y FeCl3 » H,O 
Rp we He AEC Zw mineralyser と し 
Ehime ZOD 
SLURS VL, ARIE: HS TRA S 
BAGS V5 & ORG On-TS Lewy 


monzonite por- 


SRI SD RUE L, PRIM Fe 
| 4s Hak fc 


if 


ee 
の DREK IO Hh ES WR 


短期 間 に し て 恐らく 之 に Hilt’ hydro 


thermal stage を 現 測 し た る も の な らむ も, 
こ は 来 だ 之 を 確か むる 能 は ず 。 
ASHER tb 22 F 5000 08 Ip IS HS TC HB 
な る 0 きも Of VV ERS-5. (Econ. Geol. 
33, 477~507, 1938) Crap) 

5683, California)i|Monitor District 
DEAK Hibnerite GR Gianella, 
VP, 

Monitor 地方 に は BRO KUM te 3 <E 
SLUR EE D り て , ITiibnerite (x44: C JE PY epi- 
thermal zone CHRIS UR HaBE 
LT TREO pel Mu 佐 な り 。 SREY 

る も hubnerite は 
と を が 知 や る SS = 


と の yaragenesis k Vj J, 


系 は Great Basin th HoOshM PRL k ¢ 
RR PS 3, 339~348, 
1988) CREF) 

5624, 2B PO Wai fe 
es 

AMER ISTE A PCE A Pic I he 
ER Stee es 

LAMA HD SHS ORM 
ae PTR & OB DRE IE 常に 美 存 
Liu, DOOM BE WON oe Bie 
ORM te DA FT & PRAY te HE It 
ATIC UC MWS Sado 現在 廣 く 


De Lury, 


られ て ゐる Bowen —JRo Fy HEMERIC 
{RILIE, Ie Eo 7, ORISA CS RAT 


SP ICHEMoOMSr RAED HEAD 
化 に 依り , 地質 時 代 を 通 じ で 生 厳 され た 
LOCK OCZEOHRKYWRS BS URKE 
HOCH SERIOLT HSS CAL 


22] め . 
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ORNL PIET So ZIM EL, EHD 
DE AIO SIE & I LAR 
は 最近 A. Holmes が 指摘 し た , 各地 質 星 
KO” PRIOR “ の 原子 量 は 一 定 で あ 
る が ” BHOM “ の それ は 不定 で ある 
NR 
2 RIS AO IEW DH OMA IC & 

BRL HN ee RE Tin 


L, BEIC “ Eartn Materials “ ig ASR ic 3p 


He Ls se STA & VALAIS BY AE AY ICAP HL, そ 
OP MEE OEP BAAS Eo fil 
へ ば = ッ ツケ ル Bee A IK, ク ョ ー 
DALE IS TEXEL REDS LW AA 
る oco か くる 分 結 物 より な る “Ore Magma” 
が “ Rock Magma ” tsHEK BAL, UP 
% ADE ASE ICE AML te OB ICH HE 
SLO RS OMRA/ERMI LE LOCH D 
5 CJourn. Geol, 46, 756~763, 1938) 
CAAMED 
B if tk ie B 

5685, Kentucky “ Corniferous” oil 
#8 Thomas, R. N 

東部 Kentucky の Corniferous ip 中 に 
FIMO ESL eB te CT AR AIC HES TC 
WAY SHE VY, MLC OPM He 
多く の 人 は Ohio black shale その 根源 
RHO UT 在 油 は black shale 中 の レン メ 
EPIC ES SOLVE LEV, 
Ohio black shale mF 部 は white shale 
に し て Corniferous FICHE し その 下部 は 
EAA Yo 筆者 の 研 完 結果 に ょ れ ば 
Ohio shale は 営 油層 の 戸 油 根 を な する も の 
に あら ず ,Gorniferous ji 2 #9 接 す る 褐色 


頁岩 が そ の 根源 層 を な し , white shale が 

cap rock を な し Corniferous Jaifs jc 77 Th 
が 集中 せる も ゃ も の な り 。 証し て 褐色 頁岩 の 

存在 は 油田 の 推 室 上 重 相 な る 條 件 を な す 
も の な り リ 。 CB. Am. A, Petrl. Geol,, 22 

1452~1456, 1938) (AAR) 

5686, 油井 の 間隔 Kraus FE, 

SEE OA ER LSU ECR, SAP SEIS tee 
3 BRY WSF © BE & TTBS HS Cc Hg Pte SHR 
油 を な す 可 き 事 が 考慮 て とら る ヽ くも の な り 
然るに た こと この間 題 に 開 し 技術 的 間 題 と 地 折 
的 問題 と に ょ り 極 あて 復 雑 な る 事 を 注意 
す 可 きも の な り 。 TAI KRU ZB open 
flow OHEFEIC HS T is WH BS 1a drainage 
area に 閣 し 一 定 の 見 解 を 有 し 居り た る が 
FLD ICUS TS LMR & © HH WIC BR LF 
FE SSSR VEU SHI 
(CBA LAR e PRS ER Heo 
L, LOC OR ICBIS 3 地 臣 交 方 面 に 
BLS Camu VQ CB, Am. A, Petrl, Geol., 
22, 1440~1446, 1938) C 入 木 ! 

5687, Great Salt Lake DIE 
Eardley, A, G. 

Great Salt Lake の 堆積 環境 は 湖 の 成因 
WOW, 及び 生物 等 の 研 究 に ょ り で て 
WEEE Vo 湖水 は 濃厚 な る 電解 質 中 に 活 
土 が 毛 般 せる も の な り 。 CRBS AMR He 
OR 3 HME te SMX Ute V, ZTE, He 
EO RIB BR OU SER EHS PEI LO 5 
SV, MRICS V Cit Bik Beare 
つ ょ x ある も の な り 。 permanent の 堆積 物 
に は Hick, oolites, AP ia 3types gb 
り , 之 等 は 何れ ゃ 同一 根源 物 ま より な る る , 
生物 の activity Ck Y CYMer a | vy 
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FECHA NEE IC KU CREST SLORY 
#4 (t smooth で plastic t% ZW その 
原因 は Na「 を 吸着 せる に よる も の な り 。 


plastic Fi -b © MEALS WR RIS KU -CHEME | 


% BALES 4 020%, Mick VY CHE tH 
7 3 REVS 44% BROTRUE L VUES 3 
® 36% te ¥, (B. Am, A. Petrl. Geol., 
22,.1305~1411, 1938) CAA) 
5688: Louisiana の Darrow #88 
JAF Cook, C. E, 

Darrow $734 /EIH iit Mississippi Ji ft 
(SRG SO BE MAM Ic LC 19838 
に 開 姜 を られ た る も の な り 。1937 年 に は 


目 産 1518,921 槍 に し て 40acres の 地域 が | 


PAZ bE YS 石油 は super cap sands 
と flank sands Ic E46 L (ile & PRINT 
BS S%ORVS Dik o AyHls cap 
rock 上 の 砂層 より 産出 する る も, 最も 多く 
産出 する 位置 は flank 7 5,700 & 7,000' 
IS JRFEO HS AJB, Y piecernent-type 
IATA Fete S Darrow (2 Pc tk PARE IK FE 
ote BAREIS Vo Pi)NIL IEICE 
a Bibel LC, TRO SERRE Bete CH. 
Oth Jt EBB IC PSC AME JB © te BEI VG 
Ty LC PBT Jet oo BE IP ee A UL fal de Ze HE 
te 0 CB. “Am. A, Petri. Geol., 22, 1412 
~1422, 1988) CAA) 


BRAD 


5683, MMNICMIFSRELMCRM AG 
BESURELR HEH 

fe MMIC BES 3 ELM LMS 3 
PAAEBACBT SERARON BI 
に し て , ELMIRA IRE BL, 


AS HWE ICTS CL BEREICH S SMO % oO 
fe . ABE A PEE 灰 岩 中 に 用 座 せ を る 
BERD WM LAURE ELMO Fv 7 - 
FT AVIS SRN AOE te 0 BE 
ABRIL * OBE L UPR © BOE 
用 に より す て で て 生じ た る も の と 思 愉 せら る 。 
PEG UIC NS SE Re 
6470 Bsns, PRANBE 1 #90920 Be IC LC, KW 
at Wee FDR Ay 2 SB ae BR gaat (X 325 BE wWRIS L 
ERAN DE ae (L 65 URS り 。 Gav WE 
調査 所 要 報 , 2, 1~30, IRIS) 〔 待 場 〕 
5690, JERMEO Pu 整調 に よる 改 長 
Barker, G. J., Truog, Ek, : 
ZB oi tie O Po eK 3H 園内 
で 整調 する と き 共 物理 性 を 改良 する 事 が 
WARS 9 ~% DME 2 HELE (a RAPE Ic 
り て は Pu6 £Y Pu8.d, JEROME AR eI 
あり で は Pg73 EY Pag10.5 Yate Uo Hh 
tO Py を 整調 し た る と き に は 次 ゐ 如 き 
履 良 が な され る (1) WME 30 
(2) Wert roe Rawls > GD KE 
Wi~ 3 AD ( LC TRE ORE BHR LO 
tho (4) Fea! hits Bre (, RHO 
minke Ll に 作ら れる 。 @O) WH 
し た る の は 水 を 乱す 事 少 ヒ s (6 う , Bein. 
度 は 一 般 に 低下 する 。 CT): 焼成 製品 は 強 


> Bie 


O23 


C 


rn eT 
2 7u Ee 


REEL, RRO WFD Lo. (Am, Cer. 
| Soc,, 21, 324~329, 1938) (#443) 


5691, MAORBKE BRERMRE LS 
Tre ODE Bouyoncos, G.I. 

= ORAL BV 1c BERR Lew SEIS 
HELO Bk & WIC CHL, 4 Oi 
he 2 HABER Lb CHA B BLIRY LOS H 
YECH SZ, COP RAHA E1200 ~150° 


抄 1400) 


aR RRB 


ha. 50 


C KEATS SURE CMAKK AGRE 
Hl~ tru, MAKE 11% 迄 の も ゃ の に は 


影 振 な し 。 こ の 方 法 に よる と ょ と き は 砂 の 中 
着 水 は 5~10 移 ) ロー ム な れ ば 10~20 Pb, 


Pb te PLOWS PIS CE AE L fio (Ball. 


\ 


Am. Cer. Soc., 17, 203~206, 1938)C 待 場 〕 
5692, SSA ORMIEBE 
W. and Barrett, L. R. 
‘Ska 7a aT ROR ICS 
400° ~1400°C fi} ic hk UT, % DU, 
ARSE BR UAL SUV RE & HIZE Vo 
XX = > MAG ROMS 
行 リ o 

BENS Fite DIK 400° ~700°C AJ ICI 
CU EG eC AG ARF > SB LI LIK 
Fe US, LO00° 1 100°C FH IK PET ME AC BBE 
WRAL DIR L, % © Tr SRE KR 物 の 一 つ は 
AA te Vo Cour. Am. Ceram. Soc., 21, 
388~393, 1938) CArPa) 

5693, ~—X—P IL 2 + ORR 
Austin, J. B. 

4.47% 0 Ks0 BU 1.03% の Na,O 
を 含有 も る“ beta-alumina ”  #HSUy 
RAR REE LRA VE % ONGIED 
ARM tc 3 HR RIICHN YL iH 


Parmelee, C. 


やせ L¥$ ig alpha-alumina ji) % $47K © Ihe MB 


CRB ICAU L, Riese Rog Sree 
DPTOM E VMS STD) OB 
§GR=>S \ Bit beta-alumina は 純 アル 


2 C AORN, aa, 


S + OR RR RICIEF LC alkali alumi- 
nate な り と する 見解 を 支持 す る を の ト 
ML し Lo CJour. Am, Ceram, Soc., 21, 351~ 
353, 1938 う て 竹内 〕 
5694, AERISAWREBREOER 
近藤 清治 , UP, Be カ 

混合 セメント 中 の 混合 材 が セメント の 
水 初 の 際 に 生ずる 水 酸 化石 灰 と 如何 な る 
作用 を な す PEIMELRA EA ント の 


| 硬化 理論 の — teste tty, At 及び 火 


IPR & PRE FIPR & IK Of o> JR mc 
遊離 水 酸 化 
石灰 の 測定 , BRAG 法 等 に 1K VCE 
完 せ り 。 HWA Etc, EVE Eck, HEREC 


| ROUTER OE RUBIO に 


RL ARR LTR © SE 量 と 混合 し て 水 


| : 
EIMNNKES LORME LEV, HHO 
RILROM Lo 水 酸 化 石灰 は 混合 材 の 懲 


PLZS TM ICG bt, 徐々 に HESS AICTE 


A LIRIICF IRD KAA eR A 
| AEM IL AVE TS & % ORIBTEIK L 


て , 特に 可溶性 アル ミナ の 含量 多き 唐津 
火山 灰 の 反 應 は 最も 題 著 な り 。 天 然 の 試 
詩 よ り は 800°C (CBR SU GH OFA 
活性 な り 。 水 酸化 石灰 — ik A ht 一 一 水 
KO [HE BLN it BIS TSC US BA 


| EIS THe BS, EMM OP WMC ik BA 


本 その 他 の 方 法 の 併用 を 飛 要 と す 。 窯業 
Tin is 46, 596602. 昭和 13 年 う 〔 大 森 う 


第 二 二 一 伏 Pik ak ae 第 一 競 


es 9 8 # 
BR ah Ww 

BSR VLEET 純一 | PIAA 
A ME RO 

RSG=E HA WG at =f 高根 A 

BEE Ak RE 


本 @ mM (ed) 


PAR aM 右 原 富松 EPR [ade 小川 iw 大 井上 義 近 
AW —m% Will BE 6H HR WR RE AEF TR 
木村 ONES IBERIA 雑 彦 
Yea ke MWPHB=S 徳永 重 康 中尾 護 次 郎 PRD 
HBR RH ER iH Sf A 幸一 fee 上 叫 男 
RR GE ARCO 松本 唯一 OR ORE! URC 
IF bie ZB WEL pee 山田 eae 山根 新 炊 


Kk E- 河野 Hi ANKE WA We Se 純一 
竹内 BE 高根 BA 中 野 Be MMA OB 
AA 次 男 AR HS WERK 。 渡邊 新 大 
ey iol 入 含 申込 所 
Tt = a ass E UY 
MAES AE FCA ED | ae CS A AB 
aa a A EASES Fie Pa 
BRBRK 
AAS 8 8B A 
fie #8 FR BST A Bir ee 
M2 15 HAL Hi Al BE SBE PY ‘ = = ® 
HaacommKee | PER Sn CHAD 
VRE WER. Be Be [ee 
i) bw my 
印 届 者 tue Sop sh-@ ik Al ESI 
fine BEEBE T A HS eG Ri 
tc, HORE TH mh A 8 SVT = 丁目 十 信 番地 
鈴 木 Ay 策 He 京 ar 
(振替 東京 2 Ge 608% 
Ce a ABE Ww 1 6: 
wpe fe Ze 5 3 B13 0: 
(hee BSEOET ATL Se ee 
He a FUR SN Hie] ARRAY Use LL 20 Ul 


電 語 287-8608 生年 以上 連載 は 4 割引 
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